因った 
と舌に 
見る 



『取巧説巧書昼本ガイド』 （本書） の各 Q&A 


画面で見る（もくじ： 4ぺージをご覧ください） 


『操作マニュアル』/『困ったとまの Q & A 』 

インターネットやセキュ U ティ、バッテ U - など、本機をより 
活用するための機能を説明しています。また、使用上のトラブル 
などについて、原因や解巧方法ち説明しています。 


[スタート]-[操作マニュアル] 
をクリックして表示できまず 


『八ードディスクの取り巧いについて』 

『内蔵セキュリティチップ （ TPM ) ご利用の手引を』 

( TPM 搭載モデルのみ） 


表示ち法は 18 ページ 
をご覧ください 


^は画面で見るマニュアルのマークです。 


保証書別添付 


このたびは、パナソニック製品をお買い上げいたださ、まことにありびとラございまず。 
• 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

• ご使用前に「安を上のごま意 J (已〜 9 ページ）を必ずお読みください。 

♦保証書は「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととをに大切に 
保管して < ださい。 

♦製品の品番は、本体底面の品番表示または「仕様」でご確認ください。 


(Windows XP) 




紙で見る (もくじ： 2ぺージをご覧ください） 


はじめに 

見る 


『取扱説明書準備と設定ガイド』最初に「付属品の確認」で付属品を確認してくださし、。 


次に見る 


『取扱説明書基本ガイド』 （ホ書) 


は 

じ 

め 

ir 



Panasonic 

取扱説明書昼本ガイド 

パーソナルコンピューター 


品番 CF - R 9 シリーズ 


使ってみる-困ったとき_仕様-覧 


まを上のごを意 


































使用上のお願い . 

キーボードに水をこぼしたとさ ••- 

使用/保管に適した環境 . 

使用中に本機が熱いと感じた6 ••- 

駆動時間について . 

内蔵八ードディスクのデータイ呆護•- 

持ち運ぶとを . 

お手入れ . 

気温び高い場巧でお使いになる場合 - 
電子メ ールなどの K ックアツプと復元 


バッテ U —状態表示ランプが点な 

しないとさ . 

周辺機器の使用について . 

プ□ダクト U カバ U — DVD - ROM は 

大切に保管してください . 

無線 LAN ご使用時のセキュ U ティに 

ついて . 

省電力設定について . 

画面の明るさを調整ずる . 

表記について . 

画面で見るマニュアルの見方... 

『操作マニュアル』『困ったとさの 

Q & A 』 を見る . 

『八ードディスクの取0扱いに 

ついて』を見る （ PDF 形式） ..• • 
『内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) 

ご利用の手引さ』を見る （ PDF お式) 


電源を入れる/切る . 23 

電源を入れる . 23 

電源を切る . 24 

席を外ずなど、操作を中断ずる • • • 24 

Fn キーを 使う . 2已 

メモリー容量を増やず . 26 

RAM モジユールの取り付け . 2色 

RAM モジユールの取り外し . 28 

セットアップ ユーテイ U テイ • • • 29 

セットアップユーテイ U テイを起動ずる/ 
終了ずる . 29 


ユーザーパスワードで制限される項目 

. 30 

セツトアツプユーテイ U テイを操作ずる 


. 31 

「情報」メニュー . 32 

「メイン」メ ニュー . 32 

「詳細」メニュー . 33 

「起動」メニュー . 34 

r セキュ U ティ」メニュー . 3已 

「終了」メ ニュー . 38 


•困ったとを 


起動/終了/スタンバイ/休止状態の 
Q&A 

本機び起動しない/バッテリー状態表示 
ランプ D び点打しないとさは？ • • • 39 

Windows を起動ずると、チェックディスク 
( CHKDSK ) び始まるときは？ ... 39 


ちくじ . 2 

画面で見るを『操作マニュアル』 .• • • 4 
画面で見る^『困ったとさの Q & A 』• • 4 


ま全上のごを意 . 已 


「内蔵モデムの使い方」を見る 

(PDF 形式） . 18 

『内蔵モデムコマンドー覧』を見る 

(PDF お式） . 18 

Windows のヘルプを見る . 18 

各部の名称と働き . 19 

状態表示ランプ . 22 


参ほってみる 


を<じ 


本機を安を•快適に、そして便利に活用していただくために、次の説明書を用意していまず。 


『取扱説明書準備と設定ガイド』 

はじめに必ずお読みください。 

•初めてお使いになるとを（ご使用前の準備-設定や付属品の確認） 
•消耗品、別売り商品、アフターサービスについて巧りたいとを 

『取扱説明書基本ガイド』（本書） 

-基本操作や仕様などの情報を知りたいとさ 
• 困ったとを（画面で見る マこユ アルが見られない場含） 

而巧 i ア:目ス aVi 『操作マ ー ユア ル』と 
『困ったときの Q & A 』 

•本機の機能-操作-活用ち法を巧りたいとを 
•セキユ U テイ機能について巧りたいとを 
• 困つにとを 


•はじめに 


•まを上のごま意 


001112234 4 44 已 己己678 8 8 
^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 ^1 


















































Administrator のユーザー•アカウント 

で□グオンしたいとさは？ . 39 

電源は入るが Windows が正常に起動 

しないときは？ . 40 

rRemove disks or other media. 

Press any key to 「 esta け」万、 

表示されたときは？ . 40 

フ□ッピーディスクから起動でさない 

とさは？ . 40 

ユーザー名を変更した S □グオンでさな< 

なつたときは？ . 40 

Windows 起動時に音が途切れるときは？ - 40 

Windows の起動や動作が遅いとさは？ - 41 

電源が切れない （Windows が終了 

しない）ときは？ . 41 

スタンバイ-休止状態か S リジューム 
(復帰）しないときは？ . 41 

パスワード/メッセージの Q&A 


パスワードを入力してち再度入力を 
求め S れるときは？ . 

42 

キーを巧してち文字が入力されない 
とさは？ . 

42 

「パスワードを入力してください」が 
表示されたとさは？ . 

42 

パスワードの入力画面が表おされない 
とさは？ . 

42 

コンピューターの管理をのパスワード 
を忘れたとさは？ . 

42 

Windows が起動せず、数字または 
メッセージが表示されたとさは？ - • 

42 

バッテリーの Q&A 



カタ □ グの記載よりもバッテ U -の 


駆動時間び短いときは？ . 43 

バッテリーパックの交換時期（寿命）を 

知りたいときは？ . 43 

バッテ U -状態表示ランプ □ がホ色 

に点なしているとさは？ . 43 

バッテ U —状態表おランプ □ が点滅 

しているとさは？ . 43 

バッテ U -状態表示ランプ0が明滅 

しているとさは？ . 43 

「バッテ U —残■表示補正ユーティ U ティ」 
画面が表おされたとさは？ . 43 

ポインターと画面表示の Q&A 

ホイールパッド使用時ボインターが動か 
ないとさは？ . 44 


ポインターが勝手に動くとさは？ • • • 44 


マウス接続時ポインターが動かない 

とさは？ . 4已 

マウス接続時ホイールパッドを無効 

にずるには . 4已 

緑、ホ、青のドットび残ったり、正しい色 
び表示されなかったりずるとさは？ -45 

-瞬真っ黒になるとさは？ . 4已 

何ち表示されないとさは？ . 4已 

暗い/暗くなったとさは？ . 46 

残像が表示されるとさは？ . 46 

画面が乱れるとさは？ . 46 

電源を入れた直後に表おされるはずの 
「Panasonic」 起動画面が表おされない 
とさは？ . 46 

八ードウエアを診断ずる_ 

PC-Dia 邑 nostic ユーテイ リ テイで 診断ず る 

八ードウエア . 47 

操作のしかた . 47 

診断ずる . 48 

本機の廃棄-譲渡時にデータを 
消去ずる 

データ消去の前に . 已〇 

データをずべて消去ずる . 已〇 


パソコンの廃棄-譲渡時における八ード 
ディスク内のデータ消去について 
. 53 

エラーコードび表示された！5 


. 54 

フィルタリングについて 


青少年によるインターネット上の有害 

サイト への アクセス防止について--已已 


再インストールについては、付属の ms の 
インス!-ールについて』をご覧ください。 


♦仕様-覽 


仕様 . 已巨 

ソフトウェア使用許諾書 . 61 


保証とアフターサービスについては、付属 
の『取扱説明書準備と設定ガイド』をご覧 
<ださい。 
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を < じ 


r A 

画面で見るを)『操作マニュアル』 

本機の機能詳細-操作-活用方法やセキュリティ機能について知りたいとさにご覧ください。 

み， が。 7 ル をクリックし、ぉ 巧マ ニ ュァル をクリックしてください。 

巧^インターネット 

'W キーボード 

E 電子メール 

S レッツノート活用 

fr 無線機能 

irm アプリケーションソフト 

gC セキュリティ 

gb 周辺機器 

し バッテリー 


© ホイールパッド 


画面で見る を) 『困つたとをの Q&A 』 

本機が正常に動作しないなどのトラブルが発生したときにご覽ください。 

■み 脱。ァル をクリックし、 a 。 たけの QSA をクリ ック してく だ ホい。 

起動/終了/スタンバイ/休止状態 

ポインター 

パスワード/メッセージ 

サウンド 

インターネット/無線 LAN 

アプリケーションソフト 

バッテリー 

周辺機器 

液晶/画面表示 

ヴポートページで調べる 

タスクトレイ 

本機の使用状態を確認ずる 

义字入力/キー操作 


Windows 使用時 


V 

J 



































ま全上のご注意 〔'ぶずお守りください） 


人へのを害、財産の損害を防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明していまず。 

♦誤った使い方をしたとさに生じるを害や損害の程度を区分して、説明していまず。 


A 危険 

「死 t や重傷を負ラおそれび大さい内容」でず。 

A 警告 

「死 t や重傷を負ラおそれびある内容」でず。 

A を 后、 

「傷害を負ラことや、財産の損害び発生ずるおそれびある内容」 

でず。 

• お守0いただ< 内容を次の図記号で説明していまず。 

0 ® ® (D 

してはいけない内容でず。 

〇 

実行しなければならない内容でず。 


バッテリーパックに関するを意 


A 局埃 


义中に投入したり加熱 
したりしない 


Q 

禁止 



発熱-発火-破裂の原因になり 
まず。 


クギを刺したり、衝撃 
を与えたり、分解•改造 
をしたりしない 


Q 

禁止 



液漏れ•発熱-発火-破裂の原 
因になりまず。 

♦強い衝撃び加わったら、ずぐ 
に使用をやめて < ださい。 


プラス （+) とマイナス 
(-) を金属などで接触 
させない 


Q 



禁止 

発熱•発火-破裂の原因になり 
まず。 

♦ネックレス、ヘアピンなどと 
いっしょに持ち運んだ0保管 
したりしないで < ださい。 


义のそばや炎天下など、 
高温の場所で巧電•使 
用•放置をしない 


指定の方法で巧電ずる 


劣化した！3新品と交換ずる 


0 

禁止 




〇 



あ漏れ■発熱•発乂-破裂の原 
因になりまず。 


指定の方法で充電しないと、液 
漏れ•発熱•発火-破裂の原因 
になりまず。 


劣化したバッテ1」ーパックを使 
用し続けると、発熱•発火•破 
裂の原因にな0まず。 


まを上のご注意 


己 





































ミを上のご ミ 主意 [おずお守りくださし!) 




バッテリーパックに関ずるを意 

A 筒埃 


付属のバッテリーパック 
は、必ず本機で使用ずる 


必ず、指定のバッテ 
リーパックを使用ずる 



CF-R 日シ U -ズ専用のバッテ 
I 」 ー パックでず。 CF-R 日シ 
U —ズじ(外に使用ずると、ミ夜漏 
れ•発熱•発火-破裂の原因に 
な0まず。 


指定（付属および指定の別売り 
商品）政外のバッテ U —パッ 
クを使用ずると、発熱•発火 • 
破裂の原因になりまず。 


A 警告 


異常*故障時には直ちに 
使用をやめる 


電源コード•電源ブラ 
グ - AC アダプターを破 


電源プラグのほこりな 
どは定期的にとる 


異常び起さた！5ずぐに 
電源プラグとバッテ 
リーパックを抜く 



♦破損した 
♦内部に異物び入った 
♦煙び出ている 
♦異臭びする 


損ずるよラなことはし 
ない 


f 傷つけたり、加工したり、熱) 
器具に近づけたり、無理に曲 
げたり、ねじったり、引っ張っ 
たり、重いちのを載せたり、 
束ねたりしない 



♦異常に熱い 

そのまま使用すると、义災•感 
電の原因にな0ます。 

♦ずぐに本機の電源を切って 
電源プラグを抜さ、その後 
バッテ U —パックを取り外 
して、販売店に修理につい 
てご相談 < ださい。 


傷んだまま使用すると、感電 
ショート-乂災の原因になり 
ます。 

♦コードやプラグの修理は、 
販売店にご相談 < ださい。 



プラグにほこりなどびたまる 
と、湿気などで絶縁不良とな 
0、火災の原因にな0まず。 
♦電源プラグを抜さ、乾いた巧 
でふいて < ださい。 

長期間使用しないとさは、電 
源プラグを抜いて < ださい。 
































A 警告 


コンセントや配線器具 
の定格を超える使い方 
や、交流10 0 V 拟外で 
の使用はしない 



禁止 

たこ足配線などで定格を超える 
と、発熱による乂災の原因にな 
りまず。 


めれた手で電源プラグ 
の抜を挿しはしない 




めれ手禁止 

感電の原因にな0まず。 



電源プラグは根元まで 
確実に挿し込む 


〇 



挿し込みび不完全でずと、感電 
や、発熱による火災の原因にな 
りまず。 

♦傷んだプラグ、ゆるんだコ 
ンセントは使用しないでく 
ださい。 


分解や改造をしない 


⑩ 

分解禁止 


A 警告 


■高電圧に 
ミ主意 

本機を分解' 
改造しない 


本機の上に水などの液 
体が入った容器や金属 
物を置かない 

Q 吗、幽 


SD メモリーカードは、 
乳幼巧の手の届<とこ 
ろに置かない 


禁止 


/ . \ 


Q 

禁止 


誤って飲み込むと、 
身体に悪影響を及 
ぼしまず。 


[本体に表示した事項] 

高圧部による感電や、異物のミ畳 
入などによる火災の原因にな0 
まず。 


水などの液体びこぼれたり、ク 
1」ップ、コインなどの異物び中 
に入った0ずると、火災-感電 
の原因にな0まず。 

♦キーボードに水びかかった 
場合は、本書の] 0ページに 
従って<ださい。その他の 
異物び内部に入った場合は、 
すぐに電源を切って電源プ 
ラグを抜さ、そのをバッテ 
U —パックを抜いて、販売 
店にご相談ください。 


♦万一、飲み込んだと思われ 
るときは、ずぐに医師にご 
相談 < ださい。 


雷が鳴り始めた5、本機やケーブル 
に触れない 




接触禁止 

感電の原因にな0まず。 


禁止 


長時間直接触れて使用しない 

Q 本機や AC アダプターの温度の高い 
部分に長時間、直接触れていると、 
ほ温やけど x ' l の原因にな0まず。 

血流状態び悪い人（血管障害、 
血液循環不良、糖尿病、強い圧 
迫を受けている）や皮膚感覚び 
弱い人（高齢ち）などは、低温 
やけどになりやすい傾向びあ0 
ます。 


まを上のごを意 


7 































ミを上のご ミ 主意 [おずお守りくださし!) 


A 警告 

植込み型臓ぺース 
メーカーの装着部位か 

5 22 cm m 上離ず 

電波によりペース 
mm メ-力-の作動に影 
響を与える場合びあ 
りまず。 

航空機内では電源を切る 

運航の安全に支障を 
mm さたずおそれびあ 0 
まず。航空機内での 
使用については、航 
空会社のおおに従つ 
て < ださい。 

自動ドア、义災報知器 
などの自動制御機器の 
近くで使用しない 

本機からの電波び自 
i xJ 動制御機器に影響を 
及ぼずことびあり、 
誤動作による事故の 
原因になりまず。 

病院内や医用電気機器 
のある場所では電源を 
切る 

手術室、集中治療室、 
mm ecu * 3 などには持ち 

込まないでください。 

本機からの電波び医 
用電気機器に影響を 
及ぼずことびあり、 
誤動作による事故の 
原因になりまず。 

満員電車の中など混雑 
した場所では、付近に 
，じ、臓ぺースメーカーを 
装着している方がいる 
可能性があるので、電 
源を切る 

電波によりぺース 
メ-力-の作動に影 
響を与える場合びあ 
りまず。 

※乙やむをえずこのよラな環境で 
パソコン本体を使用する場合 
は、無線切り替えスイッチを 
左の FF 側）にスライドして 
ください。ただし、航空機の 
離着陸時など、無線の電源を 
切ってちパソコンの使用び禁 
止されている場合ちあります 
ので、注意してください。 

《3 ecu とは、冠状動脈疾患監 
視病室の略称です。 

A 注意 

不を定な場所に置かない 

バランスびくずれて倒 
IXJ れたり、落下したりし 
て、けびの原因になる 
ことびありまず。 

水、湿気、湯気、ほこ 
り、油煙などのをい場 
所に置かない 

火災-感電の原因に 
なることびありまず。 

禁止 

本機の上に重いちのを 
置かない 

バランスびくずれて倒 
IXJ れたり、落下したりし 
て、けびの原因になる 
ことびありまず。 

電源プラグを接続した 
まま移動しない 

/ C \ 電源コードび傷つさ、 
火災 • 感電の願に 
なることびありまず。 

♦電源コードび傷ついた場合 
は、ずぐに電源プラグを抜い 
て販売店にご相談 < ださい。 

高温の場所に長時間が 
置しない 

/ r \ 义のそばや炎天下など極 
1 X 1 端に高温になる場所に放 
で置すると、キャビネット 
び変形したり、内部の部 
品び故障または劣化した 
りすることびあります。このよラ 
な状態のまま使用すると、ショー 
卜や絶縁不良などにより火が•感 
電につなびることびあります。 































A 注思 

電源コードは、プラグ 
部分を持って巧く 

電源コードを引っ張る 
mm と]-ドび傷つき、乂 
災.感電の原因になる 
ことびありまず。 

へッドホン使用時は、 
音量を上げずぎない 

ちを刺激ずるよラな 

1 X )大さな音量で長時間 
、ゾ続けて聞くと、聴力 
に悪い影響を与える 
ことびありまず。 

1時間ごとに10〜1己 
分間の休憩をとる 

長時間続けて使用ずる 
W と、目や手などの健康 
»に影響を別まずことび 
ありまず。 

LAN コネクターに電話 
回線や指定 1 U 外のネッ 
トワークを接続しない 

LAN コネクターに 
(\) OT のようなネット 
ワ-クや目線を接続 
^ と すると、火災-感電 
の原因になることび 
ありまず。 

• 1000 BASE - T 、 1 00 BASE - TX 、 
lOBASE-TiU がのネットワーク 
•電話回線 （ IP 電話、一般電話回 
線、内線電話回線（構内交換機)、 
デジタル公を電話など） 

モデムは、一般電話回 
線で使用ずる 
(モデム搭載モデルのみ） 

会社、事務所などの 
mm 醜胃胃剛（構贩 
歷）やデジタル公 
衆電話に接続したり、 

本機で対応していな 
い国や地域^で使用 
した 0 ずると、乂災- 
感電の原因になるこ 
とびありまず。 

《4本機のモデムび対応して 
いる国や地域については、 

曰 0 ページをご覧ください。 

通風孔をふさがない 

内部に熱びこちり、 
(Xy 火災の原因になるこ 
とびありまず。 

禁止 

AC アダプターに強い衝 
撃を加えない 

/Oy 落とすなどして強い衝 
IX) 撃例日ね]た AC アダ 
プターをそのまま使用 
禁止 すると、感電.ショー 
卜-火巧の原因になる 
ことびあ 0 ます。 

♦ AC アダプターの修理は、販 
売店にご相談 < ださい。 

必ず指定の AC アダプ 

ターを使用ずる 

指定（付属および指定 
mm の臓り輔）け外 
の AC アダプターを使 
用ずると、火災の原 
因になることびあり 

か9 〇 

















使用上のお願い 


キーボードに水をこぼしたとを I 

本機は、キーボード上に水をこぼしてもバソコ 
ン内部への水滴の浸入を極力抑えることびでき 
るキーボード全面防滴を採用していまず。 

これは、キーボードにかかった水滴び、バソコ 
ン内部にたまることを極力抑えるをので、内部 
部品やバードディスクの故障/破損、データの 
破壊/消失などの防止を保証ずるものではあり 
ません。 

キーボードおよびホイールパッドのみび防滴構 

造でず。 

その他の部分は、防滴構造ではありません。 



■— W 



」、_ 


が 

/ 

. ,’1 ‘ 

7 / / / \ 1 1 ' \ ( i _ 

公 — 

等 

\ 


ホイールパッド 

♦万一、水などの液体をキーボード上にこぼし 
てしまったときは、少量の場合でを必ず次の 
処置を行ってください。こぼしたまま放置す 
ると、故障の原因になりまず。キーボードの 
防滴構造は、水滴の浸入を完全に防ぐもので 
はありません。 

①ずぐに電源を切り 、 AC アダプターを 取り 
外ず。 

③キーボード上の水滴などを、乾いた柔ら 
かいなでふく。 



③ゆっくりとパソコン本体を水平のまま持 
ち上げ、そのまま底面に付いた水を乾い 
た柔らかい巧でふく。 

途中で傾けると、液体びパソコン内部に 
浸入して故障の原因にな0まず。 




④パソコンを水平にしたまま、乾いた場所 
に移動させる。 

水び残っている机の上などに本機を置い 
ていると、底面から水び浸入ずる可能性 
びありまず。 




⑥ふき取つた後、バッテ U -パックを取り 
外す。 

⑥必ず、修理に関ずるご相談窓口に点検を 
依頼して < ださい。 

液体をこぼしたことによる修掛ホ、保証期 
間内でも有料となりまず。あ5かじめご了 
承ください。 
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([使用/巧管に適した環境 J 

♦平らで落下のおそれびない場所 

パソコンび落下ずると、本体に衝撃び加わり 
誤動作や故障の原因にな0まず。 

♦使用時の温度：已で〜3已で 

湿度： 30 〇/〇 RH ~ 80 〇/〇 RH 

(結露なさこと） 

保管時の温度： 一2ぴ C 〜己び C 

湿度： 30 〇/〇 RH 〜日0 〇/〇 RH 

(結露なさこと） 

上記の範囲内であってを、な温、高温、高湿 
度など極端に偏った環境で長期間使い続ける 
と、製品の劣化により製品寿命び短くなるお 
それびあ0まず。 

♦熱のこちらない環境 

-保温性の高いところ （3 ムシートや布団の上 
など）での使用は避け、スチール製の事務机 
など放熱性び優れた場所でお使い < ださい。 

-放熱の巧げとなりますので、タオルやキー 
ボードカノ（一などで覆わずにお使いください。 
-本体のディスプレイは、開いた状態でお使 
いください（ディスプレイを閉じた状態 
でを、発煙-発火-故障のおそれはあ0ま 
せんび、温度び上びらないよラに動作び遅 
くなる場合びありまず）。 

♦磁気を発生ずるをのおよび磁気カードなどか 
ら離れた場所 

-磁石、磁気ブレスレットを近づけないでく 
ださい。 

-本機は下図の丸印の位置に磁石および磁気 
製品を使用していまず。磁気カードや磁 
石、磁気ブレスレツトなどび触れた状態に 
しないでください。 



長時間連続して使用ずるなど、使用状態によつ 
ては保証期間内でち部品の寿命による交換び必 
要になる場合びありまず（有償になる場合びあ 
りまず）。 


ま用中に本機び熱いと感じた6 

CPU の動作などにより本機び熱くなることび 

ありまずび、故障ではありません。 

♦デスクトップの，^ (ファン 制御 ユーテイ 

リテイ）をダブルクリックし、[高速]をク 

リックして [0 K ] をクリックしてください。 

-[高速]に設定ずると冷却ファンの回転び高 
速になり、本機の温度を下げることびでさ 
まず。ただし、バッテ U —の駆動時間び短 
くなりまず。 

- CPU の使用率び高くない場合や、ファンの 
回転音などび気になる場合は、必要に応じて 
[標準]または[低速]に設定してください。 

♦:欠の設定を行ラと、パソコン内部の発熱を下 

げることびでをまず。 

-無線 LAN をご利用にならない場合は、無 
線 LAN の電源を切って < ださい。 

-スク U —ンセーバーを表お中に本機び熱 
くなる場合は、スク U —ンセーバーを 
[Windows XP ] に設定してください。 3 D 
映像を利巧ずるスク U —ンセーノ（一などの 
場合、 CPU の使用率び高くなってパソコ 
ン本体の温度び高くなることびありまず。 

-メモ U —を増設ずる場合は当社推奨の 
RAM モジュールをお使いください。推奨 
じ(外の RAM モジュー j レを取り付けると、 
発熱量び大さ<なった0、正常に動作しな 
かったりずる場合びありまず。 


駆動時剧こついて ) 

バッテ U —の駆動時間は、使い方や使用環境に 
よって大さく変わりまず。 

本機では、他のメーカーとの比較のために共通の 
測定法として社団法人電モ情報技術産業協会の 
「 JEITA バッテ U 動作時間測定法 （ Ver . l .の」似 
降、 J 曰 TA 測定法と表記）を採用しています。 

測定法については、巧『操作マニュアル』「巧 
(バッテ U -)」 の「駆動時間について」をご覧 
<ださい。 

にク^ - 

J 曰 TA 測定油ま、画面を暗くずるなど消費電力 
を抑えた状態で測定しているため、画面を明る 
くして使っていたり、アプ U ケーシヨンソフト 
をたくさん起動していたりずると、駆動時間は 
J 曰 TA 測定法の駆動時間より短くなりまず。 
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巧用上のお願い 


([内蔵 A - ドディスクのデータが護) 

データな護のために巧のことをお守りください。 

♦パソコン本体の取り扱いには十分ま意し、衝 
撃を与えない。 

八ードディスクは衝劃こ 
弱く、破損するとデータ 
や Windows およびアプリ 
ケーシヨンソフトび使え 
な < なることびあります。 

参 Windows やアプリケーシヨンソフトの動作 
中および A - ドディスク状態表示ランプ貢の 
点灯中は、電源を切5ない。 



動作中の 
電源 OFF 


X 


八ードディスクのトラ 
ブルを避けるため、[ス 
タート]メニューから電 
源を切ってください。 


♦磁気を発生ずるちの（磁石、磁気ブレスレツ 
卜など）を近づけない。 

八ードディスクに保をさ 
れていた データび 消失ず 
るおそれびありまず。 



♦ データの機密保護としてセキュリティ機能を 
活用ずる。 

臂『操作マニュアル』 
「がイセキュ U テイ）」 



^『八ードディスクの取0扱いについて』ちご 
覧ください。（今] 8ページ） 


持ち運ぶとを 


お巧0<ださい 


♦本機は、八ードディスクドライブなどへの衝 
撃びルさくなるよラに設計されていまずび、 
衝撃による故障は保証しかねまず。本機は精 
密機器でずので、取り扱いには十分ま意して 
<ださい。 

♦電源を切る。 

♦外部装置やケーブル、本体から突さ出た PC 
カード、 SD メモ U —カードなどをずべて取 
り外ず。 



♦ディスプレイを閉じ、ディスプレイラッチ部 
分（今 2] ページ）びさちんとかみ合ってい 
ることを確認ずる。 

♦ディスプレイやディスプレイの周0のキヤビ 
ネット部を持って運ばない。 



〇 X X 

♦落としたり机のちなど硬いをのにぶつけたり 
しない。 

参航空機利用時は次のことを守る。 

•パソコンやディスクなどは、手荷物として 
持つ。 

• 航空機内の使用は、航空会社の指おに従ラ。 
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• 液晶部分び破損ずるおそれびあるため、バッ 
テ U - パックを取り外しているときは、ディ 
スプレイを閉じた上から必要じ(上の力を加え 
ない。また、この状態でかばんなどに入れて 
持ち運ぶとさち、満員電車などで力びかから 
ないよラに気を付ける。 


お勧めします 


♦ AC アダプターと、予備のバッテ U —パック 
(別売 0) を用意ずる。 

♦予備のバッテ U - パック（別売り）は、コネ 
クター保護のためビニール袋などに入れる。 

♦ SD メモ U — 力ード、 USB メモ U -、 外付 
け八ードディスク（いずれち別売り）などに 
データのバックアツプを取る。 


ぉ手入れ_ 

♦ディスプレイやホイールパッドのお手入れ 
は、ガーゼなどの乾いた柔らかい巧で軽くふ 
いて < ださい。 

♦ディスプレイじ(列の部分やホイールパッドに 
巧れび付着した場合は、水または水で薄めた 
台所用洗剤（中性）に浸した柔らかい巧をかた 
<絞ってやさし<ちれをふさ取って<ださい。 
中性の台所巧洗剤 LU 外の洗剤（弱アルカ U 性 
洗剤など）を使用ずると、塗装びはげるな 
ど、塗装面に影響を与えることびありまず。 


にク^ - 

♦ベンジンやシンナー、消毒用アルコールなど 
は使わないでください。塗装びはげるなど、 
塗装面に該響を与える場合びありまず。ま 
た、市販のクリーナーや化粧品の中にち、塗 
装面に霞響を与える成分び含まれている場合 
びありまず。 

♦水やミ先剤を直接かけたり、スプレーで暖きか 
けたりしないでください。液び内部に入る 
と、誤動作や故障の原因になりまず。 
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巧用上のお願い 


気温び高い場所でお使い 
場合 


になる） 


♦気温び高い場所で連続してお使いの場合、パ 
ソコン内部の発熱を下げるモードに入るため、 
一時的に動作び遅くなることびあります。 


電子メールなどの/ V ックアップ 
と復元 


八ードディスクに保をしている電モメールやア 
ドレス帳、お気に入りなどの必要なデータは、 
定期的にバックアップを取ることをお勧めしま 
ず。 

詳しくはを『操作マニュアル』「な（イン 
ターネット）」または「(3 (電子メール）」をご 
覧< ださい。 



故障や不本意なデータ更新/消失などのトラブ 
ル発生時の被害を最小限抑スるため IJ ま、定 
期的なデータのノ（ツクアツプげ有効です。 


バツテリーが態表,示ランプび点 
灯しないとを 


AC アダプターとバッテ U —パックを正しく接 
続していてをバッテ U —状態表おランプび点灯 
しないときは、 AC アダプターの保護機能び働 
いている場合びありまず。 

電源コードを巧さ、 ] 分し U 上待ってから再度接 
続して < ださい。 

それでをランプび点灯しない場合は、ご相談窓 
口にごホ目談ください。 


周辺機器の使用について 


パソコン本体、周迅機器、ケーブルなどの故障 
を防ぐため、次の点にミち意して<ださい。 

• 仕様に適合した周辺機器を使巧ずる。 
♦コネクターの形状、向さにミ主意して、正しく 
接続ずる。 

♦接続しにくし)場合は無理に挿し込まず、もう 
一度コネクターの形状、向定などを確認する。 
♦固定用のネジびある場合は、ネジを締める。 
• ケーブルを取り付けたまま持ち運んだり、 
ケーブルを強く引っ張った0しない。 

また、本書および^『操作マニュアル』と合わ 
せて、使用する周辺機器に付属の取扱説明書を 
ご覧ください。 
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プ□ダクトリカバリー DVD-ROM 
は大切に保管して<だをい 



OS をインス I ルし直ず場 
合などに必要でず。 


無線 LAN ご使用時のセキユリ 
テイにごいて 


工場出荷時、無線 LAN のセキュ U ティに関ず 
る設定は行われていません。 

無線 LAN をご使用になる前に、必ず無線 LAN の 
セキュ U ティに関ずる設定を行ってください。 

■►を]『操作マニュアル』化广（無線機能)」 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使巧ずる代わ 
りに電波を利用してノ（ソコンと無線 LAN アク 
セスポイント（別売り）との間で情報のやりと 
りを行いまず。このため、電波の届く範囲であ 
ればネットワーク接続び可能であるといラ利点 
びありまず。 

その反面、ある範囲であれば障害物（壁など） 

を越えて電波び届 < ため、セキュ U ティに関ず 
る設定を行っていないと、次のよラな問題び発 
生ずる可能性びありまず。 

♦通信内容を盗み見られる 

悪意ある第互ちび、電波を故意に傍受し、次の 
ような通信内容を盗み見る可能Iまびありまず。 

- ID やパスワード 

-クレジットカード番号などの個人情報 
- メール 内容 

♦不正に侵入される 

悪意ある第=ちび、無断で個人や会社内のパ 
ソコンやネットワークへアクセスし、次のよ 
ラなことを行ラ可能性びありまず。 

-イ情報や機密情報を取り出ずけ離漏えい） 
-特定の人物になりずまして通信し、不正な 
情報を流ず（なりずまし） 

-傍受した通信内容を書さ換えて発信ずる 
(改ざん） 

-コンピューターウイルスなどを流し、デー 
夕やシステムを破壊ずる（破壊） 


本機の無線 LAN 機能や無線 LAN アクセスポ 
イントには、これらの問題に対応ずるための 
セキユ U ティに関ずる設定び用意されてい 
まず。本機では、使用ずる無線 LAN アクセ 
スポイントにあわせて設定をずる必要びある 
ため、お買い上げ時にはセキユ U ティに関ず 
る設定は行われていません。無線 LAN をご 
使用になる前に、必ず無線 LAN のセキユ U 
ティに関する設定を行ってください。 

無線 LAN のセキユ U ティに関する設定を行っ 
て使用ずることで、問題び発生ずる可能性はか 
な<なりまずび、無線 LAN の仕様上、特殊な 
方法で通信内容を盗み見られたり、不正に侵入 
されたりずる場合びありまず。ご理解のラえ、 
ご使用ください。 

セキユ U ティに関ずる設定を行わないで使用し 
た場合の問題を十分に理解したラえで、お客さ 
ま自身の判断と責任においてセキユ U ティに関 
ずる設定を行ラことをお勧めしまず。お客さま 
ご自身で対処でさない場合は、お客様ご相談セ 
ンターにご相談ください。 


省電力設定について 


本製品は、デバイスへのアクセスや操作びない 
状態び一定時間続いたときに省電力機能び働く 
など、国際 エネルギースター プ□グラムに準拠 
した電力管理び工場出荷時に設定されていま 
ず。本機を使用していない間の消費電力を削減 
ずることびでさまず。 

• スタンバイ/化止状態から復帰ずる方法につ 
いては、を)『操作マニュアル』「厘（レッツ 
ノー トま用）」の「次回ずぐに操作を始めるに 
は」をご覧ください。 
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巧用上のお願い 


画面の明るをを調舊する 


J 




を巧し 

晴く 

明る< 

F 2 



F 1 

1 Fn 1 


なぜら 

い.か] 

I か* I 


を巧して調整してください。 

押すごとに明るさびをねります。 


明るくすると、バッテ U —の駆動時間は短くなりまず。 


AC アダプターを巧< とお<なる 


工場出荷時、 AC アダプターを接続していない状態では画面を暗くずるよラに設定されていまず。 

画面を暗くずると消費電力を節約でさるので、バッテ U —での使用に適していまず。 


AC アダプターをおくと- 




メモ 


AC アダプターを接続しているときと接続していないとさの明るさを別々に覚えていまず。工場出荷 
時の設定では、 AC アダプターを抜<と画面び暗<なるよラに設定されていまず。 AC アダプターを 
接続していないが熊で m + m を押して巧るくずると、その明るさび保持され、次に AC アダプ 
ターを抜いたとさち調整した明るさになりまず。（明るくしていると、バッテ U —での駆動時間び短 
くなりまず。） 
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表記について 


區 lid キー^—ドの Enter キー^押 

ずこと。 


II Fn II 

キーボードの II Fn II を押しなが 

+ 

5、1厅居1 を巧すこと。 

II F 曰 II 

mn と 1^( ホ側）の機能を 
入れ換えてお使いの場合（吟 

3 吕ぺージ）は、 rm と 履司 
を置さ換えてご覧ください。 



[スタート] 

-[検索] 

画面上の[スタート]をクリッ 
クした後、[検索]をクリック 
ずること。 

今 

参照先 


^ 画面で見るマニュアルのこと。 


参本書では、コンピューターの管理者の権限で 
□ グオンした場合の手順や画面表示で説明し 
ていまず。 

制限付きアカウントのユーヴーや Guest ア 
カウントで実行でさない機能びあったり、説 
明と異なる画面び表おされたりした場合は、 
コンピューターの管理者の権限で□グオンし 
て操作して < ださい。 

参本書では、 「 Windows ® 7 Professional 
32ビット正規版 （ 日本語版）」および 
「 Windows ® 7 Professional 64ビット正規 
版（日本語版）」を 「Windows 7」と表記し、 
rMicrosoft ® Windows ® XP Professional 
Service Pack 3 正規版」を 「 Windows 」 と 


• Windows XP ダウングレード済みモデルは、 
Windows 7 Professional モデルをご購入 
されたお客さまの権利である 0 S のダウング 
レード権の行使を、当社びお客さまに代わつ 
て Windows XP Professional をインス 
トールしてご提供ずるモデルでず。 0 S ライ 
センスは 「 Windows ® 7 Professional 」 で 
す 。 Windows 7用の各種説明書は、下記サ 
ポートページからダウン□ー ドずることびで 
さまず。 

http :// askpc . Panasonic . co . jp / s / 
download / manual.html 


♦本書では、搭載されている機能によって説明 
び異なるため、次のよラな表記で区別してい 
まず。 

•「 TPM 搭載モデル」とは、セキュリティ 
チップ （ TPM ) び内蔵されているモデルの 
ことでず。 

•「八ードディスク搭載モデル」とは、フ 
ラッシュメモ U — ドライブではなく八ード 
ディスクドライブび内蔵されているモデル 
のことでず。 

「仕様」でお持ちのパソコンびどのモデルか 
確認してください。 

♦別売0の商品について 

本書で使用している商品品番は変更になるこ 
とびありまず。最新のカタ□グまたはご相談 
窓口で確認してください。 

• 無線 LAN を内蔵していないモデルをお使い 
の方へ 

無線 LAN を内蔵していないモデルをお使い 
の方は、本書および^『操作マニュアル』 
などに記載されている無線 LAN 機能をお使 
いいただくことはでさません。また、無線 
LAN 機能に関連ずる項目などを表おされま 
せん。 

例:セットアップユーティ U ティの「詳細」 
メニューの[無線 LAN ] 


はじめに 


17 






































I 画面で見るマニュアルの見方 

次のマニュアルは本機に保巧されていて、 Windows のセットアップ（吟『取扱説明書準備と設定ガ 
イド』）が終わった後、見ることびできまず。 


『操作マニュアル』『困ったとを 
の Q&A 』 を見る_ 

n [スタート]-[操作マニュアル]をク 
リックずる。 

♦デスクトップの jQ (バッテ U —等の 上 
手な使い方）をダブルク U ックずると、 
巧『操作マニュアル』の「巧（バッテ 
U —)」び表示されまず。 

『八ードディスクの取り扱いに 
ついて』を見る （ PDF お式）_ 

j \- ドディスク搭載モデルのみ表示されまず。 
j \- ドディスクの取り扱いについて説明してい 
まず。 

n [スタート]-[すべてのプ□グラム]- 
[ Panasonic ]- [オンラインマニュ 

アル]- [ A — ドディスクの取り扱い 
について]をク U ックずる。 

『内蔵セキュリティチップ ( TPM ) 

ご利用の手引き』を見る （ PDF お式） 

内蔵セキュリティチップ （TPM) のインス 
Iル方法などを説明しています。 

TPM 搭載モデルのみの機能です。 

n [スタート]-[操作マニュアル]をク 
リックずる。 

@ [^(セキュリティ） ] をクリッ 
クし、[データを暗号化ずる]をク 
リックする。 

@説明をよく読み、[内蔵セキュリ 
ティチップ （ TPM ) ご利用の手引 
を]をクリックずる。 


r 内蔵モデムの使い方 J を見る 1 

( PDF 形式） J 

内蔵モデムを使って電話回線に接続ずる方法な 
どを説明していまず。 

n [スタート]-[ファイル名を指定し 
て実行]をクリックずる。 

巧 「 c:¥util¥manual¥mQdemtip. 
pdf 」 と入力して [0 K ] をクリック 
する。 


『巧蔵モデムコマンドー質』を 
見る （ PDF お式） 

内蔵モデムの設定で使用するコマンドの一覧です。 

P [スタート]-[ずべてのプ□グラム]- 
[ Panasonic ]- [オンラインマニユ 
アル]-[内蔵モデムコマンドー覧] 

をクリックする。 


Windows のヘルプを見る 


n コンピューターの管理者の権限で 
□グオンし、[スタート]-[ヘルプ 
とサポート]をクリックする。 

制限 ユーヴーで □グオンずると、一部参 
照でさないページびありまず。 

感 : ZS - 

• Adobe Reader のアップデートを促すッ 
セージげ表示された場合は、画面に従って 
アップデートして<ださい。 

Adobe Reader の最新版については次の 
Web ページをご覧 < ださい。 
http :// www . aclobe . corn / jp / 
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I 各部の名频と働き 


を称 

働き/参照巧 

A 

フアンクシヨン キー 

II Fn 1に組み合わせて押すと、各キーに割り当てられている機能び働をます。 

吟2己ページ 

B 

スピーカー 

-音最調整 ：11 Fn 11+11 F5 II ( F げる）/II Fn 11+11 F6 ||(上げる） 

-スピーカーのオン/オフ ；rm+rm 

C 

電源スイッチ/ ル 

電源状態表示ランプ U 

約1秒間押すと電源び入り、電源状態表示ランプび点なします。4秒し:!上押し 
続けると、強制的に電源び切れます。 

(電源状態表示ランプ ♦22 ページ/電源スイッチ ♦23 ページ） 

D 

キーボード 

— 

E 

ホイールパッド 

♦『取扱説明書準備と設定ガイド』の「ホイールパッドの基本操作」 

♦を] 『操作マニュアル』「◎(ホイールパッド）」 

F 

無線用アンテナ（内蔵） 

無線通信用のアンテナび内蔵されています。 

♦ @『操作マニュアル』の'（無線機能)」 

G 

状態表示ランプ 

@國£(：0 日 
国回画 員 

今22ページ 

H 

無線切り替えスイッチ 
WIRELESS 

無線 LAN など本機に搭載されているすべての無線機器の電源のオン（ち側）/ 
オフ（左側）を切り替えます。 

♦を] 『操作マニュアル』の作（無線機能)」 

1 

ディスプレイ 
(内部 LCD) 

日月るさ調暫:11 Fn 11+11 F1 ||(円ブる）/II Fn 11+11 F2 ||(上げる） 

今1目ページ 

J 

LAN コネクター i 

LAN ケーブルを接続します。 

♦ ^『操作マニュアル』「 巧％ (インターネット）」の「有線 LAN で接続する」 


はじめに 
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各部の名茄と働を 


参バッテリーパックの取り付け方ま 

バッテ U— パックを矢印の方向にスライドして取 



♦バッテリーパックの取り外し方法 

をちのラッチを □ ック解除'の方向にスライド 
した状態で、バッテ U -パックを本体と平行に外 
へ巧し出す。 



名称 

働を/参照巧 

K 

USB ポート 吩 

USB ケーブルを接続します。 

♦咱 『操作マニュアル』 r も 1 (周辺機器）」の rusB 機器を接続する」 

L 

セキュリティ□ック 

ケンジントン社製のセキュ1」テイ巧ケーブルを接続することびでをます。 

接続のしかたはケーブルに付属の説明書をご覧<ださい。 

セキュ U テイ□ックおよびセキュ U テイケーブルは盗難を予防するもので、 

万一発生した盗難事故による被害については責任を負いかねます。 


名称 

働を/参照巧 

A 

バッテリーパック 

♦を] 『操作マニュアル』 r 回（バッテ U -)」 

バッテ U —パックの取り付け/取りがしの方法は、下記をご覧ください。 

B 

ラッチ 

バッテ U —バックび正しく取り付けられると自動的にロックされます。取り外 
すとをは、内側にスライドして□ックを解除します。 

C 

扣;張メモリース□ット 

RAM モジュールを取り付けます。今26ページ 

D 

通風孔 

内部の熱を逃びします。 
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D 


名称 

働さ/参照巧 

A 

胃 源端モ 

AC アダプターを接続します。 

B 

が部ディスプレイ „ 
コネクター U 

外部ディスプレイのケーブルを接続します。 

♦を『操作マニュアル』 r も（周辺機器）」の「外部ディスプレイを使う」 

C 

PC カー ドス□ット 

♦巧 『操作マニュアル』 r も（周辺機器）」の 「 PC 力ードを使う」 

D 

SD メモリー 
力ードス□ット 

SD メモ U —カードまたは SDHC メモ U —カード専用です。 

今を『操作マこュアル』 r も（周辺機器）」の「 SD/SDHC メモ U — 力ードを 
使ラ」 

E 

ディスプレイラッチ 

ディスプレイを開じてラッチび□ック状態になるとスタンノ（イ状態や休止状態 
に入ります。操作を再開するとをはディスプレイを開けてください。 

F 

マイク入力端子 / 

コンデンサー型マイク□ホンを使用でをます。それしツ外を使用すると、音の入 
力びでをなかったり、故障の原因になったりする場合びあります。 

-ステレオマイクを使ってステレオで録音する場合： 

[スタート ]-[ コント□-ルパネル]-[サウンド、音声、および才ーディオデバ 
イストに martAudio ] をク U ックし、「 SMARTAudio 」 画面で[田 （ 音声効 
果） ] をク U ックして[音声録音]および [ VOIP ] の各アイコンをグレー表示に 
してください。カラーで表示されているアイコンをク U ックするとグレー表 
示になります。 

-2極プラグのモノラルマイクをお使いになる場合： 

上記手順で rSMARTAudio 」 画面を表示し、 [ P (音声効果） ] をク U ックし 
て[音声録音]に設定してください （团 （音声効果）のアイコンびカラー表示 
になっていることを確認してください）。 

[音声録音]に設定しないと、ステレオ録音したとさに左側からしか音び出ません。 

- へッ ドホンでマイク音をモニターする場合： 

2極プラグタイプのモノラルマイクを使5と、左側からしか音び出ません。 
これは、本機の仕様で故障ではありません。 

G 

才ーディオ出力端モ G 

市販のオーディオ用ヘッドホン、アンプ付をスピーカーなどを接続します。接 
続すると、内蔵スピーカーからの音は出なくなります。 






















が態表示ランプ 
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巧画昌） 


名称 


状態/参照巧 


電源状態表示ランプ 


の 

を 


-消な：電源オフまたは体止状態 
• 点な：電源オン 
. 占滅；スタ、ノバイ状能 

工場出荷時の状態では、内部 LCD の明るさに合わせて電源状態表示ランプの明る 
さも変わります。セットアップユーティ U ティの「メイン」メニューの [LED 輝 
度]で常に暗く設定することちでをます。 

スタンバイ状態または休止状態から復帰ずるには、電源スイッチを押してください。 


SD メモリーカード 
状態表示ランプ 


國 


SD メモ U —力ードまたは SDHC メモ U —力ードへのアクセス時に点なします。 


エコノ5-モード 

(ECO ) ランプ 


ECO 


バッテ U- のエコノミーモード （ECO) の有効/無効を表します。 
-消な：無効 
• 占 、；) (J :有交力 

-点滅：有効（残量80%まで放電中） 


バッテリー状態表示 
ランプ 


消灯：バッテ U —パックモ装着または充電していない状態 
オレンジ色点な/明滅：充電中 
緑色点な：充電完了 
赤色点な：残量約9%し U 下 
赤色点滅、オレンジ色点滅；「バッテ U —の Q &A 」の「バッテ U —状態表示ラン 
プロび点滅しているとをは？」 （^43 ぺージ）をご覧ください。 


Caps Lock ランプ 
(キャップス□ック） 


国 


画而1をキ甲しなびら に aps Lock 临 キ甲すと点けまたは'消けし、入力でをるアルフアベツ 
卜の種類を表します。 

• 点灯：大文字 
-消灯：小文字 


NumLock ランプ 
(ナム□ツク/ 
テンキー モー ド） 


胃を押すと点なし、下図のよラにキーボードの一部びテンキーとして機能しま 
す。ランプ点灯時にキーを押すと、キーボード上の数字または演算記号び入力で 
をます。 

解除するには、もラー度胃を押します（ランプ消な）。 

テンキーモード 


巧 


№1 

闇 

1 度 





mm 

¥ 


回個眉' 



M I ち I 呵 I 

画の機能は、アプ U ケーシヨンソフトにより異なります。 


ScrLk ランプ 
(スク□-ル□ック） 


M を押しなびら M(ScrLk) を押すと点灯または消灯します。使用するアプ 
U ケーシヨンソフトによって機能び異なります。 


ドディスク状態 
表示ランプ 


員 


八ードディスクへのアクセス時に点なします。 


はじめに 
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電源を入れる/切る 


電源を入れる 


初めて電源を入れるときの操作は『取扱説明書 
準備と設定ガイド』をご覧ください。 


〇 


電源スイッチのを約1抄間巧す。 

• 電源巧態表示ランプむおよび®び点好 
したら手を離しまず。 

♦電源スイッチを4秒じ(上巧したり、連 
続して巧した0しないで<ださい。 



日 


♦起動中（ポインターび砂時計浸から通常 
のをのみに戻り、八ードディスク状態表 
示ランプ貢び消えるまで）は、次のこ 
とをしないで < ださい。 

• AC アダプターを 巧さ挿しずる。 

• 電源スイッチを操作ずる。 
•キーボード、ホイールパッド（外部マ 
ウス）に触れる。 

• ディスプレイを閉じる。 

Windows に□グオンずる。 

複数のユーヴーアカウントを作成してい 
る場合は、 八ードディスク状態表示ラン 
プ昌び消えてから、ユーヴーアカウント 
のアイコンをク U ックしまず。 


ューザー 
アカウント 
のアイコン 


♦パスワードを設定している場合は、パ 
スワードを入力して國をク U ックして 
<ださい。正しいパスワードを入力ず 
るまで操作でさません。 



文字入力の設定びキヤツプス□ツクやナ 
ム□ツク（吟22ぺージ）になつていない 
ことを確認してください。 


電源を入れたを、すぐに下の画面び 
表巧された6… 



本機のセキュリティのため、スーパーバイザー 
パスワー ドまたはユーザーパスワードび設定さ 
れていまず。パスワードを入力し m を巧して 
ください。正しく入力ずると起動しまず。 

3回間違えるかパスワードを入力せずに約1分 
経過ずると、電源び切れまず。 


画面の表示び消えた6… 


お買い上げ時は省電力設定びされているため、 
操作やデバイスへのアクセスびない：!犬態び一定 
時間続くと、省電力機能び働き画面の表示び消 
えまず。 

ホイールパッド、キーボードを操作ずると元の 
状態に戻りまず。 

動作に影響のないキー(圆や圓など)を 
巧してください。 

また、本機を操作しないと、スタンバイ状態に 
入りまず。電源スイッチを巧ずと元の状態に戻 
りまず。 


一定時間アクセスがないと (工場出荷時の設定） 


r ディスプレイ1(スタンバイ） 

I オフ 」嘘点 j 

一- ►n 

/, C … sA /’。 ， 、 


スタンノ w 中に電力の供給びなくなると、 

イ呆持されていたデータは失われます。 

AC アダプターを接続しておくことをお勧めします。 


使ってみる 
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電源を入れる/切る 


電源を切る 


ホイールパツドをほつて電源を切る 


n 必要なデータを保をして、各種ア 
プリケーションソフトを終了する。 

@ [スタート]-[終了オプション]をク 
リックずる。 

@ [電源を切る]をクリックする。 

電源び切れまず。 



起動し直したい場合（再起動）は[再起動] 
をク U ックしまず。 

Q ディスプレイを閉じる。 

ディスプレイラッチびきちんとかみ合う 
(□ックされる）まで上からしっかりと巧 
して < ださい。 


キーボードをほって電源を切る 


n 必要なデータを保をして、各種ア 
プリケーシヨンソフトを終了する。 

g 圖、画の順に巧し、圆圆画画で[電 
源を切る]を選ぶ。 

回 llirnd を巧ず。 

□ ディスプレイを閉じる。 

ディスプレイラッチびきちんとかみ合ラ 
(□ックされる）まで上からしっかりと巧 
して < ださい。 

にク^ - 

参電源が切れるまでは、次のことをしないでく 
ださい。 

• AC アダプターを 抜さ挿しずる。 

• 電源スイッチを操作する。 

•キーボード、ホイールパッド（外部マウ 
ス）に触れる。 

• ディスプレイを閉じる。 

♦電源を切った後、再び電源を入れるまで10 
秒に Lb あけてください。 


• 長時間ご使用にな5ないときは 

•節電のため、パソコン本体の電源を切0、 
AC アダプターを電源コンセントから抜い 
てください（電源コンセントに接続したま 
まにしておくと、 AC アダプター単体で最 
大 0.3 W の電力を消費していまず）。 

• パソコン本体の電源び切れている状態でを 
パソコン本体は電力を消費しまず。長時間 
ご使用にならなかった場合は、次回お使い 
になる前にバッテ U —を充電ずるか 、 AC 
アダプターを接続してください。 

バッテ1」一残量保持期間はなのとおりです。 


スタンバイ状態 

約3.已曰 

(LAN Wake Up 機能有効時： 
約2曰） 

スタンバイ状態でバッテ U — 
残量びなくなると保持されて 
いた データは 失われます。 

イ木止状態 

約20曰 

(LAN Wake Up 機能有効時： 
約4曰） 

電源オフ 

約20曰 

(Power On by LAN 機能 
有効時：約4曰） 


LAN Wake Up 機能有効時でも、 LAN ケーブ 
ルを接続していない場合は少し長くなります。 
LAN Wake Up 機能および Power On by 
LAN 機能については、を『操作 マニ ュア 
ル』「巧％ (インターネット）」の「有線 LAN 
で接続ずる」をご覧ください。 


おをかすなど、操作を中断する I 

「スタンバイ」または r 休止状態」の機能を使う 
と、次回電源を入れたとき、操作していたアプ 
リケーシヨンソフトやファイルび表示され、ず 
ぐに操作を再開ずることびできまず。 


♦ m + m を巧ずと、スタンバイ状態になり 
ふ 〇 


♦ m + m を巧ずと、休止状態になりまず。 


♦電源スイッチを巧ずと元の状態に戻りまず。 


使ってみる 
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Fn キーを®う 


m を巧しながら、文字や記号び枠で囲 
まれているキーを押すと、次の表のよう 
な機能が働さまず。 

♦各機能の詳細： 

吟を『操作マニュアル 』 「'W (キー 
ボード）」の 「 Fn キーを使ラ」 



♦ m と m (左側)の機能を入れ換えてお使いの場合（今32ページ）： 
m のげ:わりに m (左侣 II )を巧してください。 


キー 

機能 

画面表示 

11 Fn 11 + [1 F1 11 

[1 Fn 11 + i F2 11 

内部 LCD の明るさを調整します。 

II Fn 11+11 F1 IK 卜げ A ) /II Fn ll + ll F2 IK 卜げる） 

圏 

II Fn II 十 II F 3 11 

外部ディスプレイ接続時、表示先を内部 LCD / 同時表示/ 
外部 X ィスプレイ1し切 D 替えます。画面表术び完全1し切 
り替わるまで、他のキーは押さないでください。 

- 

II Fn II 十 II F 4 11 

スピーカーとオーディオ出力端子からの音声出力のオン/ 
オフを切り替えます。 

音声出力をオフにすると、ビープ音も鳴らなくなります。 

圓 ォン 

画运 -卜） 

IlFnll 十 II F 已 11 

II Fn II + II F6 11 

スピーカーとオーディオ出力端子か日の音量を調整します。 

11 Fn )1+11 F5 II ( 卜ける ）/II Fn 11+11 F6 11 (上げる） 

國 

[1 Fn 11 十 fl F 7 11 

現在のパソコンの状態がメモ U —に保存されてスタンバ 
イ状態に入ります。 

- 

1| Fn II + II F9 11 

バッテ U —の残量を表示します。 

ir ^ バッテ U —パック装着 
時(％表示は-例） 

バッテ U —パックモ装 

■■着時 

_ _バッテ1」一のエコノ 5- 

CpJ モード （ ECO ) び有効の 
— ~場合は、 「 ECO 」 と表示 

H Fn 11 + fiFlOll 

現在のノ f ソコンの状態を八ードディスクにな存して体止 
状態に入ります。 

- 

n Fn ll 4 - IlFllfl 

使用するアプ U ケーシヨンソフトによって機能が異なり 
ます。 （ SysRq ) 

- 

[1 Fn ll 十 flF 12 ll 

画面全体をク U ップボードにコピーします。 ( PrtSc ) 

II Fn ll+ll Alt ||+11ド12||をキ申す(^漠お?'^れているウィンド 
ウのみコピーでをます。 

- 

ft Fn |] + flNumlkll 

圆+国 
rm + mm 

使用す るアプ U ケーシヨンソフトに よって機能び異なります。 
fl Fn ll + flNumLkll : Scrl k fl Fn ll + fl Ins fl : PaiJRR 

rFril + roei II : Break 

- 

同 + 圆 

最初のページに移動またはポインターを行の先頭に移動 
( Home ) 

- 

同+ 圆 

最後のページに移動またはポインターを行の最後に移動 
( End ) 

- 

IlFnll + 圆 

前のページに移動 （ PgUp ) 

- 

IlFnll 十画 

なのページに移動 （ PgDn ) 

- 


























































































































































































































































I メモリー容量を増やす 

本機には拡張メモリース□ットが1つ用意されていまず。別売りの RAM モジュールを増設して、搭 
載されているメモリー容量を増やずことにより、 Windows やアプリケーシヨンソフトの処理速度を 
上げることびできまず （ お使いの使用を件により効果は異なりまず）。 


にク ^ Wl - 

:夕のことにごを意ください。 

♦ RAM モジュールは CF - BAC 02 GU などの推 
奨品をお使い < ださい。 

推奨品については、弊社の最新のカタ□グや 
Web ページでご確認いただけまず。推奨しソ 
外の RAM モジュールを取り付けると、正常 
に動作しなかった0、故障の原因になった0 
ずる場合びありまず。 

また、場合によっては発熱によりカバーび変 
形ずる場合びありまず。 

♦使用可能な RAM モジュールの仕様について 
は、「仕様」（今已日ページ）をご覧ください。 
• 推奨しソ外の RAM モジュールを使用した場合 
や誤った方法で取り付けまたは取り外した場 
合の故障や損害について、弊社では責任を負 
ラことはで去ません。 

RAM モジュールの種類や取り付け方法をご 
確認のラえ、正しい方法で装着して<ださい。 

♦ RAM モジュールは、静電気に巧して非常に 
弱い部品で、人間の体内にたまった静電気に 
より破壊される場合びありまず。 
取り付け/取り外しのとさは、本体内部の部 
品や端モなどに触れないでください。 

♦ RAM モジュールの取り付け/取り外しは、本 
体の電源を切り、 AC アダプターやバッテ 

I 」 ー パックを取り外してから行ってください。 
• ネジの溝をつぶさないよラ、ネジの大ささに 
合ったドライバーをお使いください。 


( ram モジュールの取り付け ) 

RAM モジュール（別売り）を用意 
ずる。 

@パソコンの電源を切り、 AC アダプ 
ターを取りがす。 

スタンバイ/化止状態のときに、取り付 
け/取り外しを行わないでください。 

回 本体を裏返ず。 

Q バッテリーパックを取りがず。 

(今20ぺージ） 



白ネジを取りがし、カバーを引き巧 
いてがす。 

お張メモ U —ス□ットのカバーの位置は、 
手順4をご覧 < ださい。 



使ってみる 


26 






















m ス□ツトの凸部と RAM モジユー 
ルの切り 欠を部の向きを合わせて 
持ち、ス□ットと平行に RAM モ 
ジュールを軽く合わせる。 



RAM モジュール 



20°~ 30°の角度 


ス□ット（横か己見たイメージ刚 


P 金属の端子が見えなくなるまで、 
ス□ットと平行にしっかりと挿し 
込む。 




♦挿し込みにくい場合は、無理に力を加 
えず、再度モジュールの向さを確認し 
てください。 

• しっかりと挿し込まずに次の手順を行 
ラと、ス□ットび破損ずる場合びあり 
ます。 


口 左ちのフックで□ックされるまで 
倒ず。 



倒しにくい場合は、無理に力を加えず、 
再度モジュールの向さや挿し込み具合を 
確認してください。 



m バッテリーパックを取り付ける。 
(今20ぺージ） 



m バッテリーパックびしっかりと固 
定されていることを確認する。 

左ちのラッチは、バッテ U —パックび正し 
く取り付けられると自動的に□ックされま 
ず。左ちのラッチび正しく□ックされてい 
ることを確認してください。□ックされて 
いない状態で本機を持ち運ぶと、バッテ 
1」ーパックび外れることびあります。 

〇 AC アダプターを取り付ける。 


使ってみる 
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メモリー容量を増やず 


轉- 

♦ RAM モジュールの挿し方を間違えたり、推 
奨 LU 外の RAM モジュー j レを取り付けたりず 
ると、パソコンの電源を入れてを画面に何を 
表おされない場合びありまず。その場合は、 
パソコンの電源を切り、 RAM モジュールび 
推奨品であることを確認して、正しく取り付 
け直して < ださい。 

• 増設した後の使用可能メモ1」一のサイズは、 
セットアップユーティ U ティの r 情報」メ 
ニューの[使巧可能メモ U -] (今32ぺ一 
ジ）で確認でさまず。 


RAM モジュールの取りがし 


「RAM モジュールの取り付け」の手順吕〜已 
の後、次の手順で取り外してください。 

n 左ちのフックをが側にゆっくりと 
広げる。 

RAM モジユー j レび斜め I こ持ち上びりまず。 


フック 



g ゆっくりとス□ットか5取りがず。 



回カバ-とバッテリ-パック 、 AC 
アダプターを取り付ける。（今27 
ぺージ 「 RAM モジュールの取り付 
け」の手順9〜 12) 


使ってみる 
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I セットアップユーティ IJ ティ 

セットアップユーティリティは、本機の動作環境（パスワードや起動ドライブなど）を設定ずるた 
めのユーティリティでず。む下の6メニューがありまず。 
r 情報 J、 「メイン J、 「詳細」、「起動 J、 「セキュリティ」、「終了 J 
モデルによって表示される項目び異なりまず。 


セットアツプユーテイ U テイを 

L 起動する/お了する J 


起動する 


n 本機の電源を入れる。または、 
Windows を終了して再起動ずる。 

白本機の起動後ずぐ、 「Panasonic」 
起動画面が表示されている間に M 
または^3を巧す。 



0パスワードを設定している場合は、 
下の画面び表示されるので、ユー 
ザーパスワードまたはスーパーバ 
イザーパスワードを入力し、 flEnterll を 
巧す。 



喊- 

• m または m を巧すタイ S ングび遅いと 
セットアップユーティ U ティは起動しません。 
Windows を終了して再起動してください。 
また、旧 oot Mode ] を[高速]に設定した場 
合、 「 Panasonic 」 起動画面は表おされませ 
ん。 roi またはを巧したまま雷源を入れ 
て < ださい。 

♦セットアップユーティ I 」ティの画面を内部 
LCD と外部ディスプレイの両方に表示ずる 
ことはでさません。 

圍+圃を巧して表お先を切0替えると、 
外部デ^スプレイまたは内部 LCD のどちら 
かに表示されまず。 

外部ディスプレイに正しく表おでさない場合 
は、内部 LCD に表示してください。 

•) (スワードを設定していてち[起動時のパス 
ワード]び[無効]になっている場合、パソコ 
ン起動時にパスワードの入力は不要でず。 
また、[復帰時のノ（スワード]び[無効]に 
なっている場合、スタンバイ/休止状態から 
の復帰時にパスワードの入力は不要でず。 
セットアップユーティ U ティを起動したとき 
は、パスワードの入力び必要でず。 


按了する 


[I 圆圆または^を押して、「終了」 
メニューを表示する。 

S [設定を保をして再起動]または 
[設定を保をしないで再起動]を選 

んで liagrj を巧ず。 

巧 [はい]を選んで^3を巧ず。 


使ってみる 
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I セットアップ ユー テイ u テイ 




〔ユーザーパスワードで制限をれる項目 

\ 


r 起動ずる」（今2日ページ）の手順3で入力したパスワードの種類によって、表お/設定でさる項目 
び異な0まず。 

本機を複数の人で使ラ場合は、スーパーバイヴーパスワードとユーヴーパスワードの両方を設定し 
まず。パソコンに詳しくない人などには、ユーヴーパスワードだけを教えておさまず。これにより、 
設定を変更されるのを防ぐことびでさまず。 

♦ スーパーバイザ~パスワードを入力した場合 

セットアップユーティ U ティのずベての項目び設定でさまず。 

♦ ユ~ザーパスワードを入力した場合 

次のよラな制限びありまず（巧能：〇、不可能： X )。また、各項目の設定値を工場出荷時の値（パ 
スワード、システム時間、システム日付を除く）に戻ず m は使えません。 


メニュー 

参照 

変更 

「詳細」メニュー 

〇 

X 

「起動」メニュー：[起動オプション] 

〇 

X 

「セキュリティ」メニュ ー :に etup Utility 表示] 

〇 

X 

「セキュリティ」メニュ ー ： [Boot Popup Menu ] 

〇 

X 

「セキュリティ」メニュ ー :[起動時のパスワード] 

〇 

X 

「セキュ U ティ」メニュ ー :[復帰時のパスワード] 

〇 

X 

「セキュリティ」メニュー：[休止復帰時の起動デバイス] 

〇 

X 

「セキュリティ」メニュ ー :[スーパーバイザーパスワード設定] 

X 

X 

「セキュリティ」メニュ ー :[八ードディスク保護] 

X 

X 

「セキュリティ」メニュ ー :[ユーザーパスワード保護] 

〇 

X 

「セキュ U ティ」メニュ ー :[ユーザーパスワード設定] 

〇 

0*1 

「セキュ U ティ」メニュ ー :[内蔵セキュ U ティ （ TPM )] 

( TPM 搭載モデルのみ） 

X ※己 

X ※己 

「セキュリティ」メニュ ー : [ AMT 設定] 

(インテル®アクティブ•マネジメント•テクノ □ジーが使用でさるモデルのみ） 

X ※己 

X * 己 

「終了」メニュー：[デフォルト設定] 

X 

X 

「終了」メニュー：[デバイスを指定して起動] 


が3 


《 ] [ユーヴーパスワード保護]び[保護しない]に設定されている場合のみ、ユーヴーパスワードの 
変更び可能。ただし、ユーヴーパスワードを削除ずることはでさません。 

《2サブメニューの[設定サブメニュー保護]び[保護しない]に設定されている場合は、設定サブメ 
ニューの参照/変更び可能（[設定サブメニュー保護]を除< )。 

《3 [Boot Popup Menu ] び[有効]に設定されている場合は選択び巧能。 


使ってみる 


30 






























セットアップユーテイ IJ テイを 
操作する 


A — I ■龍 I 
B- 
C- 


システム情巧 
ブロセツサータイブ 
ブロセツサースピード 



'、ー ドディスク 

BIOS 情还 
BIOS 

巧想コントローラー 
Intel ( R ) ME ファームウェア 

アクセスレベル 




vxxxxxxxxx 
vxxxxxxxxx 
X, X, X, xxxx 


A . 圆圆を押してカーソルを移動させ、メ 
ニューを選ぶことびでさまず。 


B . 選択でさる項目び複数ある場合は画画を巧 
して項目を選ぶことびでさまず。選択され 
た項目は色び変わ0まず。 


C . 反転表示されている項目は^3を巧してサ 
ブメニューを表おさせることびでさまず。 


D . サブメニューび表示されているとさは圆國 
を巧して項目を選ぶことびでさまず。 


設定にほラキー 

圆圆 

:「情報」 r メイン」 r 詳細」 r 起動」「セ 
キユリテイ」「終了」の各メニユーを 
選択。 

画画 

:力ーソルを上下に移動（項目を選ぶ 
ときに使用）。 

lIEnterll 

:圆圆で項目を選んだ後に設定でさる 
さ項目のヴブメニユーを表示。 

"巧" 

:さ項目の前候補を選択 （ 設定値の変 
更時に使用）。 

II F6 II 

:さ項目の次候補を選択 （ 設定値の変 
更時に使用）。 

11 Fill :-般のヘルプを表术 （[ OK ] を選ぶと 
ヘルフの画面を閉じる）。 

11 F 9 II 

:さ項目の設定値を工場出荷時の値 
(パスワード、システム時間、システ 
ム日付を除く）に戻す。 

IlFlOll 

:設定を保存して再起動。 

llEscll 

:サブメニューの終了、または「終了」 
メニューを表示。 
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I セットアップ ユー テイ IJ テイ 
fr 情報 J メニュー 


(アンダーラインは工場出荷時の設定） 


メニュー 

働さ 

選択項目 

言語 （ Language ) 

セットアップユーテイ U テイの言語を選択します。 

English 

Japanese 

製品情報 
機種品番 
製造番号 
システム情報 
プロセッサータイプ 
プロセッサースピード 
メモ U —サイズ 
使用可能メモ1」一 
八ードディスク 

BIOS 情報 

BIOS 

電源コントローつ一 

Intel ( R ) ME ファームウエア 
累積使用時間 
アクセスレベル 

情報の表示-確認用です。項目を選択したり変更したりすることはでをません。 


旷メイン J メニユ ー 

(アンダーラインは工場出荷時の設定） 


メニュー 

働き 

選択項目 

システム日付 

II Tab 11 でカーソルを年、月、曰|し移動でをます。キーボードから直接入力す 
るか、 rrairral で数値の修正びでをます。 

[ xxxx / xx / xx ( x )] 

システム時間 

24時間制でず n 11 Tab 1に力ーソルを時、分、秒し移動できます。キーボー 
ドから直接入力するか、 ifFsiiirF ^ で数値の修正びでをます。 

[ xx : xx : xx ] 


メイン設定 


メニユー 

働さ 

選択項目 

フラツトパツド 

ホイールパッドを使ラ（有効）/使わない（無効）を設定します。 

無効 

有効 

Fn / 左 Ctrl キー 

内部キーボードの II Fn II と 11 Ctrl II ( 左側）の機能を入れ換えず工場出荷時の 
まま使ラ（標準）/入れ換えて使ラ（入れ換え）を設定します。 

Fn Ctrl 機能入れ換えユーテイ U テイでも設定することびでをます。 

入れ梅タト場ろ 、II Fn IK lutrl 1 C ^ tl 」 耐がれてい<6ホ側のキ ー) Ctrl II 
(ち側）のキーを押しなびらちラ 1 つのキーを押す操作はでをません。 

キー表面の印刷やキーそのちのを入れ換えることはでをません。 



メニュー 

働き 

還択項目 

ディスプレイ 

Windows び起動するまでの表示先を設定します。外部ディスプレイを接 
続していないとをは、[外部ディスプレイ]を選んでいてち、すべての情報 
び内部 LCD に表示されます。 Windows 起動後は、デスクトップの何もな 
いところをちク U ックして[グラフィックプロパティ ] で設定した内容び 
有効になります。 

外部ディス 

プレイ 
内部 LCD 


使ってみる 
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メニュー 

働さ 

選択項目 

充電中バッテ 

バッテ U —パックの充電中にバッテ1」一状態表示ランプを点なする/明滅 

点な 

1」一状態表示 

するを設定します。 

明滅 

LED 輝度 

電源状態表示ランプの明るさを設定しまず。[連動]では、内部 LCD の明る 

連動 


さに合わせてランプの明るさびをねりまず。[減光]では常に暗くなります。 

減光 


r 詳細 j メニユ ー 


(アンダーラインは工場出荷時の設定） 


CPU 設定 


メニュー 

働さ 

選択項目 

データ実行防 

データ実行防止機能（プログラムのメモ u —（バッファー）を悪用した不 

無効 

止機能 

正プログラムの実行を阻止する機能）を使ラ（有効）/使わない（無効）を 
設定します。 

通常は[有効]に設定しておいてください。 

有効 

Hyper 

Hyper Threading Technolo 邑 y を使わない（無効）/使う（有効）を設定 

無効 

Threading 

Technology 

します。 

有効 

Core Multi - 

Core Multi - Processin 邑（複数のプ□セッヴーコアによる処理の分散）を 

無効 

Processing 

使用する（有効）/使用しない（無効）を設定します。 

工場出荷時の Windows XP 使巧時は[有効]のままお使いください。[無 
効]に設定した場合の動作はサポートしていません。 

有効 

Intel ( R ) 

Intel ( R ) Virtualization Technolo 旨 y を使巧しなし' >( 無効)/使用する 

無効 

Virtualization 

(有効）を設定します D [有効]に設定すると、 Intel ( R ) Virtualization 

有効 

Technology 

Technol □巨 y に対応した仮想化ソフトウエアを使用する場合に、 CPU の負 
荷を軽減することびでをます。 


Intel ( R ) Trusted 

TPM 搭載モデルでインテル®アクティブ.マネジメント.テクノロジーび 

無効 

Execution 

使巧でをるモデルのみ表示されまず。 

有効 

Technology 

Intel ( R ) Trusted Execution Technolo 旨 y を使用する（有効）/使巧しな 
い（無効）を設定します。 



周迅機器設定 


メニュー 

働さ 

還択項目 

LAN 

内蔵 LAN の機能を使用する（有効）/使用しない（無効）を設定します。 

無効 

有効 

Power On by 
LAN 機能 

LAN 経由で本機の電源を入れる Power On by LAN 機能を使用しない（禁 
止）/使用する（許可）を設定します。 

LAN 経由で電源を入れた場合、起動時のパスワード入力画面は表示されな 
くな0ます。 

禁止 

許可 

無線 LAN 

内蔵無線 LAN の機能を使用ずる（有効）/使用しない（無効）を設定しまず。 

無効 

有効 


使 

ご 

て 

み 

る 


メニユー 

働さ 

還択項目 

PC 力ード 

PC カードス□ットを使用する（有効）/使用しない（無効）を設定します。 

無効 

ス□ット 


有効 

SD ス□ット 

SD メモ1」ーカードスロットを使用する（有効）/使用しない（無効）を設 

無効 


定します。 

有効 
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セツトアップユーテイ u テイ 


fgr ^モ1 - 

参 USB フ□ッピーディスクドライブから起動ずる場合は、当社製外部 FDD (品番： CF - VFDU 03 U ) 
のご使用をお勧めします。 

♦外付けの CD / DVD ドライブから起動するとさなど、一度だけ通常と異なる優先順位で起動する場合 
は、「終了」メニューの「デバイスを指定して起動 I の下に表おされているデパイスを選んで m をキ甲 
してください。また、パソコン起動時にもデバイスを選がすることびできます（下記）。 

♦オペレーティングシステムを起動ずるデバイスは、次の手順でパソコン起動時にを選択ずること 
びでをまず。 

あらかじめ「セキュ U ティ」メニューで旧 oot Popup Menu ] を[有効]に設定しておく必要びあ 
りまず。 

①本機の電源を入れる。 

③本機の起動後ずぐ、 「 Panasonic 」 起動画面び表おされたらずぐに M を巧ず。 

③「起動ずるデバイスを選択してください」画面でデバイスを選び、 M を巧ず。 


♦ USB ポートに接続している機器から起動する場合、巧の設定になっていることを確認してください。 
-「詳細」メニューの [ USB ポート]び[有効] 

. 「詳細」メニューの[レガシ ー USB ] び[有効] 

• 「起動」メニューの [Boot Mode ] び[通常] 


メニュー 

働き 

選択項目 

US 巨ポ ー h 

本機の USB ポートを使巧する（有効）/使用しない（無効）を設定します。 

無効 

有効 

レ ガシー US 目 

Windows び起動する前に、 USB キーボード、 USB フ□ッピーディスクド 
ライブおよび USB CD / DVD ドライブなどを本機に認識させる機能を使用 
する（有効）/使用しない（無効）を設定します。 [ USB ポート]び[有効] 

に設定されている場合のみ、効果びあります。 

[無効]に設定した場合でち、 USB キーボードを使ってセットアップユー 
ティ U ティを操作することびでをます。 

無効 

有効 


起動 J メニユー 


メニュー 

働さ 

選択項目 

Boot Mode 

目 00 1 Mode を高速にする（高速）/高速にしない（通常）を設定し 
ます。[高速]に設定すると、本機の電源を入れた直後に表示される 
「 Panasonic 」起動画面を省略して Windows の起動画面が表示さ 
れるまでの時間を短縮します。 「 Panasonic 」 起動画面が表おされ 
ませんので、セットアップユー了ィ U 了ィをお動する場合は 、II F 2 II 
または I 巧巧 I を押したまま電源を入れてください。 

高速 

通常 

起動オプション 
優先度 

オペレーティングシステムを起動ずるデバイスの優先順位を設定し 
まず。 

優先順位を変更する場合、まず設定したい優先順位を選択し、なに 
巧象のデバイスを選択します。 

例：八ードディスクから起動する場合 
①圆医に[起動オプション# I ]を選択し、區前を巧ず。 

③圆医に[ハードディスク]を選択し、岡屏临押す。 

同じ操作で他の起動オプションにちデバイスを設定することびで 
をます。[起動オプション# I ]に設定されているデバイスび認識 
できない場合は、[起動オプション# 2] に設定されているデバイ 
スから起動します。 

[八ードディスク] 

[ LAN ] 

[ US 目フ□ッピー] 

[ US 目八ードディスク] 
[USB CD / DVD ドライフ] 
[無効] 


使ってみる 
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r 七キュ u テイ j メニュ ー 


起動時の表示設定 


(アンダーラインは工場出荷時の設定） 


メニュー 

働さ 

選択項目 

Setup Utility 

起動後すぐに表示される r Panasonic ] 起動画面の下に [Press F 2 for 

無効 

表示 

Setu |3/ F 12 for LAN ] というメッセージを表示させる（有効）/表示させ 
ない（無効）を設定します。 

有効 

Boot Popup 

お動後すぐに尼品11を巧すとま示でさるが動デバイスの撰が画面をま示させ 

無効 

Menu 

ない（無効）/表示させる（有効）を設定します。 

有効 

起動時のパス 

パソコンの起動時にスーパーバイヴーパスワードまたはユーヴーパスワー 

無効 

ヮード 

ドの入力を必要とする（有効）/必要としない（無効）を設定します。 

有効 

復帰時のバス 

スタンバイ/休止状態からの復帰時にスーパーバイヴーパスワードまたは 

無効 

ヮード 

ユーヴーパスワードの入力を必要としない（無効）/必要とする（有効）を 
設定します。[起動時のパスワード]び[有効]に設定されている場合のみ設 
定でさます。 

有効 

休止復帰時の 

体止状態からの復帰時の起動デバイスを内蔵八ードディスクのみとするか、 

優先デバイスを試行 

起動デパイス 

内蔵八ードディスクよ0ち優先度の高いその他のデバイスからの起動を試 
行するかを設定します。 

A — ドディスクのみ 


メニュー 

働を 

還択項目 

スーパーバイ 
ヴーパスワー 
ド設定 

セットアップユーティ1」ティの設定を他の人に変更されたくないとを設定し 
まず。また、本機を起動されたくない場合は、スーパーバイヴーパスワード 
を設定した後、[起動時のバスワード]を[有効]に設定してください。 

ヴブメこユー 
表示 

八ードディスク 
保護 

八ードディスクを別のパソコンに取り付けた際に、八ードディスクのデータ 
び読み書さでさないよラに巧護する（有効）/巧護しない（無効）を設定しま 
す。スーパーバイヴーパスワードび設定されているとさのみ設定でさます。 

無効 

有効 

ユーヴーパス 
ワード保護 

ユーヴーノ f スワードでセットアップユーティ U ティを起動したとをに、 

ユーヴーパスワードの変更を許可する（イ呆護しない）/許可しない（保護す 
る）を設定します。 

保護しない 

保護する 

ユーヴーパス 
ワード設定 

本機を複数の人でお使いになるとをなどに設定します。 

スーバーバイヴーパスワードび設定されているとをのみ設定でをます。ま 
た、セットアップユーティ1」ティの起動時に、スーバーバイヴーパスワー 
ドでなくユーヴーパスワードを入力すると、一部の設定は変更でをません。 

ヴブメこユー 
表示 


メニユー 

働さ 

還択項目 

内蔵セキユ U 
ティ ( TPM ) 

TPM 搭載モデルのみ表示されます。 

内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) の設定に関するサブメニューを表示します。 
スーパーバイヴーパスワードび設定されているとをのみ設定でをます。 

• 設定ヴブメニューイ呆護 

ユーヴーパスワードでセットアップユーティ U ティを起動したとさに、 
[内蔵セキュ U ティ ( TPM )] を表示する（な護しない）/表示しない 
(な護する）を設定します。 

• TPM の状態 

内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) を使巧する（有効）/使巧しない 
(無効）を設定します。 

• 待機中の TPM 操作 

[所有者情報の初期化]を選択すると、内蔵セキュ U ティチップ 
( TPM ) 内にな持された所有者情報を初期化し、内蔵セキュ U ティ 
チップ （ TPM ) によりな護されたデータを復元または利用でをないよ 
うにします。本機を廃棄' 譲ミ度する際に使用してください。 

• 現在の TPM のが態 

現在の TPM の設定び表示されます。項目を選択したり変更したりする 
ことはでをません。 

眉1罰を巧すと、設定した内容を適用してサブメ-ューを閉じます。 

サブ こユー 
表示 






































I セットアップ ユー テイ u テイ 


メニュー 

働き 

選択項目 

AMT 設定 

インテル®アクティブ.マネジメント.テクノロジーに関するヴブメニュー 
を表示します（インテル®アクティブ-マネジメント.テクノロジーび使 
用でをるモデルのみ表示されます）。インテル®アクティブ'マネジメン 
卜.テクノロジーは、インテル®アクティブ.マネジメント.テクノロジー 
対応の市販のアプ1」ケーシヨンソフトと組み合わせて使ラことで、ネット 
ワーク上のパソコンの電源びオフの状態でち、ネットワーク管理者やシス 
テム管理者び U モートでそのノ f ソコンの情報を統合的に管理することびで 
きる機旨目でオ 

インテル®アクティブ.マネジメント-テクノ□ジーを使用するには、設 
定び必要です。設定の際は、ネットワーク管理者またはシステム管理者に 
必ず確認してください。また、別途インテル®アクティブ-マネジメント- 
テクノロジー対応の市販のアプ1」ケーシヨンソフトも必要になります。 

ネットワーク管理者およびシステム管理者びいない場合は、インテル®ア 
クティブ-マネジメント-テクノロジーを使用しないことをお勧めします。 
詳しくは、 を 『操作マニュアル』 「屋 （レッツノート活用）」の「セット 
アップユーティ U ティ」をご覧ください。 

スーパーバイヴーパスワードび設定されているとをのみ設定でをます。 

• 設定ヴブメニュー保護 

ユーヴーパスワードでセットアップユーティリティを起動したときに 、 [AMT 
設定]を表示ずる（保護しない）/表示しない（イ呆護する）を設定しまず。 

• Intel ( R ) AMT 

インテル®アクティブ.マネジメント.テクノ□ジーを使用する（有効）/ 
使用しない（無効）を設定します。 

インテル®アクティブ•マネジメント•テクノ □ ジーを使用しない場合は、 
[有効]に設定しないでください。[有効]に設定すると、第=者び U モー 
卜でパソコンを検出し、データなどにアクセスする可能性びあります。 

• Intel ( R ) Anti-Theft Technology 
この項目は変更でをません。 

• Intel ( R ) ME Setup 起動 

11ごか|||+圆を押したときに|が61(巧 Management En 邑 ine のセットアッ 
プを起動する（有効）/起動しない（無効）を設定します。 

• 起動タイムアウト 

マネジ><ントサーバーへの接続を確立するとをに、タイムアウトになる 
までの時間を秒単位 （1 〜2己己）で設定します。 [ Intel ( R ) ME Setup 
起動]が[有効]の場含のみ設定でをます。 

• AMT 設定のリセット 

Intel ( R ) ME Setup により設定された各項目を工場出荷時の状態に戻します。 

llEscll を巧すと、設定した内容を適用してサブメニューを閉じます。 

サブ こユー 
表示 


セツトアップユーテイリテイでパスワードを設定する 


セットアップユーティリティでパスワードを設定ずると、セットアップユーティリティ起動時にパ 
スワードの入力び必要になりまず。また、[起動時のパスワード]を[有効]に設定しておくと、電源 
を入れた直後にパスワード入力び必要になるため、第兰ちの不正な利用を防ぐことびできまず。 
設定ずる前に、必ずを]『操作マニュアル』「がイセキュリティ）」の r パソコン起動時/リジューム 
時のパスワードを設定ずる」をご覧ください。 

P パソコンの電源を入れる。または、 Windows を終了して再起動ずる。 

ロ パソコンの起動後ずぐ、 「 Panasonic 」 起動画面び表示されている間に國ま 
たは^3を押してセットアップユーティリティを起動ずる。 


使ってみる 
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g \ 圓圆で[セキュリティ]を選ぶ。 

スーパーノ（イヴーノ（スワードを設定ずる場合： 

圆國で[スーパーノ（イヴーノ ロワード設定]を選び、 m を巧ず。 

ューヴーパスワートを防!疋!ぅる場合： 

画画で[ユーヴーノ（スワード設定]を選び、 m を巧ず。 

♦ユーヴーパスワードを設定ずるには、まずスーパーパ'イヴーパスワードを設定ずる必要びあ 
りまず。 

0 [新しいパスワードを入力してくださしりの [ ] の中に新しいパスワード 

を入力し、 [向 ter 庇 巧す。 

• 入力したノ（スワードは画面には表示されません。 

•パスワー ドに使える文字は、半角の英数字とスペースで最大32文字でず。 

•大文字、ル文字の区別はありません。 

• 数字はキーボード上段の数字キーを使って入力してください。 

. 胃や^などのキーと組み合わせて入力ずることはでさません。 

@ [新しいパスワードを確認してくださしりの [ ] の中に手順4で入力した 

パスワードを再度入力し、 [[ Enter 庇 巧ず。 

回 Ml を巧し、[はい]を選んで M を押す。 

にク^ W 1 - 

パスワードは忘れないようにしてください。 

♦お客さまが設定されたパスワードなど、セキュリティに関する設定は、薛社①サービスセンター 
などで解除ずることはでさません。 

パスワードなどの設定内容は忘れないよラにして<ださい。 

• ス ー! <-J (イザー/ (スワードを忘れてしまった場合 

有償での修理び必要になりまず。修理窓口へお問い合わせ<ださい。お持ち込みいたださ、数曰 
間お預かりさせていただくことになりまず。セットアップユーティ U ティの設定は工場出荷時の 
状態に戻りまず。また、八ードディスク保護を有効に設定している場合、修理でち無効にでさま 
せんので、パスワードは絶対に忘れないよラにごを意<ださい。 

♦ユーザーパスワードを忘れてしまった場合 

セットアッ フユーテ ィ U ティを起動してパスワード入力画面でスーパーバイヴーノ（スワードを入 
力ずると、ユーヴーパスワードを設定し直ずことびでさまず。 

スーパーノ（イヴーノ（スワードを知らない場合は、スーパーノ（イヴーノ（スワードを設定した人にご 
相談 < ださい。 

• 本機の修理を依頼される場合 

スーパーノ（イヴーノ（スワードとユーヴーノ（スワードの両方を無効にしておいてください。 


八ードディスク保護を設定する 


セットアップユーティリティのパスワードを設定しておくと、パスワードを知5ない第兰ちびパソ 
コンを使うことはできなくなりまずび、パソコンを分解し、内蔵の八ードディスクを取り外して他 
のパソコンに取り付けると、ハードディスク内に保巧されている情報が読まれてしまうおそれびあ 
りまず。 

八ードディスク保護は、データの完全な保護を保証ずるちのではありません。あらかじめご了をく 
ださい。 

P セットアップユーティリティを起動ずる。（今3巨ぺージ手順1と 2) 

パスワードの入力画面び表示されたら、スーパーバイヴーパスワードを入力してください。 
スーパーバイヴーパスワードを設定していない場合は、次の手順2で設定してください。 


使ってみる 
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I セットアップ ユー ティ u ティ 

日圆圆で[セキュリティ]を選ぶ。 

スーノ（ーノ（イヴーノ（スワードを設定ずる場合： 

①圆画で[スーパーノ（イヴーノ（スワード設定]を選び、 m を巧ず。 

感 [新しいパスワードを入力してください]の [ ] の中に新しいパスワードを入力し、 

區量!を巧ず。 

③[新しいパスワードを確認してください]の [ ] の中に手順③で入力したパスワードを 

再度入力し、區国!を押ず。 

@画國で [ A - ドディスク保護]を選び、 M を巧す。 

0圆國で[有効]を選び、國を巧す。 

0確認の画面で M を巧す。 
q 画圖 を巧し、[はい]を選んで^ 3 を押す。 

起動時に「八ードディスク保護により、アクセスが禁止されていまず」と表示された場合は、セット 
アツプユーテイリテイを起動し、設定内容を八ードデイスク保護を設定したときと同じ内容に設定 
し直してください。 


r 終了 J メニユ ー 


メニュー 

働さ 

設定をイ呆巧して再起動 

設定内容をイ呆巧して再起動します。 

設定をイ呆存しないで再起動 

設定内容をイ呆巧しないで再起動します。 


保をオプション 


メニュー 

働さ 

設定を保存する 

設定内容をイ呆存します。 

設定を戻す 

変更刖の設定 II 民します。 


メニュー 

働さ 

デフォルト設定 

セットアップユーティ1」ティを工場出荷時の設定に戻します。 


メニユー 

働を 

デバイスを指定して起動 

0 S を起動させるデノ（イスを指定します。次回起動時のみ選択したデバイ 
スから起動します。 

グレー表术になって選べない場合は、 IlFlOll を押してセットアップユー了ィ 

U ティを終了し、再度セットアップユーティ1」ティを起動してください。 


メニュー 

働さ 

診断ユーテイ1」テイ 

PC - Dia 邑 nostic ユーテイ U テイを起動し、八ードウエアの診断を行いま 
す。（今47ぺージ） 

グレー表术になって選べない場合は、 IIF 101 I を押してセットアップユー了イ 

U テイを終了し、再度セットアップユーテイ U テイを起動してください。 


使ってみる 
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つたとさ 


起動/終了/スタンバイ/休止状態の QSlA 


本機が起動しない、動かないなどのトラブルび発生した場合は、39〜已4ページで解ミ夫方法を確認 
して < ださい。 

解ミ夫方法が見当た5ない場合は、 UgB [ 巧行7二 a 乃レ ^をクリックして@『因ったとさの 
Q & A 』 も確認してください。 


旧。 t とさ。 o"j。 ほぃ， 同防1 



(T) 困つ t と e の QSA S 々 lJ、y ごフ 

③カテゴ U - をクリック 
③ Q & A のタイトルをクリック 


④見る 


質問 

巧策 


AC アダプターまたは十分に充電されたバッテ U —パックび正しく取り付 
けられているか確認してください。 

吟『取扱説明書準備と設定ガイド』 


バッテ U —パックびしっかりと固定されていることを確認してください。 

本機び起動しない/ 
バッテリー巧態表示 
ランプ日び点むしな 
とまは？ 

RAM モジュールを増設または交換した場合は、 RAM モジュールを取り 
外して再度電源を入れてください。 RAM モジュールを外ずと電源び入る 
場合は、 RAM モジュールの問題び考えられまず。 

♦本機の電源を切り、推奨の RAM モジュールであることを確認し、正し 
<取0付け直して< ださい。 

• RAM モジュールの仕様を確認してください。 

RAM モジュールについては、「メモ U - 容量を増やず」（吟26ページ） 
または「仕様」（吟已日ページ）をご覧ください。 

CPU の温度び上びっている可能性びありまず。 CPU の温度び上びって 
いると、 CPU の過熱を防止ずるための機能び自動的に働き、本体び起動 
しないよラになっていまず。しばらくしてから再度電源を入れてくださ 
し、それでち起動しない場合は、ご相談窓口にご相談ください。 


電源コードを抜さ、]分じ(上待ってから再度接続してください。 

AC アダプターとバッテ U —パックを正しく接続していてをバッテ U —状 
態表示ランプび点灯しないときは、 AC アダプターの保護機能び働いてい 
る場合びありまず。電源コードを接続し直してをランプび点好しない場 
合は、ごホ目談窓口にごホ目談ください。 

Windows を起動す 
ると、チェックディ 
スク （ CHKDSK ) 

ぴ始まるとまは？ 

SD / SDHC メモ U —力ードへの書き込み中に、力ードを取り出しません 
でしたか？チェックディスクび終了ずるまでそのままお待ちください。 

吟尼]『操作マニュアル』「も,（周辺機器）」の 「 SD / SDHC メモ U —力一 
ドを使ラ」 

Administrator の 
ユーザーアカウント 
でログオンしたいと 
をは？ 

「 Administrator 」 のアカウントで□グオンずるには、□グオン画面で 
li Ctrl ll + ft A け (1+(1 Del n を？ 同キ申し、「 ユーザ ーお 1 し 「AfifTl i fl i が「 が 0「1 入力 

しまず。パスワードを設定していた場合はパスワードを入力して [0 K ] を 
ク U ックして<ださい。 































































つたとを 


起動/終了/スタンバイ/休止が態の Q & A 


質問 

巧策 

電源は入るび 
Windows び正甫に 
起動しないとをは？ 

電源状態表示ランプむおよび®び点灯している場合は、八ードディスク 
状態表示ランプび点打していないなど、八ードディスクにアクセスして 
いないことをご確認のラえ、電源スイッチを4秒じ(上巧して電源を切っ 
て<ださい。その後、再度電源を入れて< ださい。 

セットアップユーティ U ティの設定を工場出荷時に戻してください。 

(吟 3] ページ） 

USB メモ U —など、周辺機器を接続している場合は、周迅機器を取り外 
して < ださい。 

周迅機器を取り外ずと起動できた場合は、周迅機器の問題び考えられま 
ず。周迅機器のメーカーにお問い合わせください。 

なの手順で、セーフモードで起動し、エラーの内容を確認してください。 

①本機の電源を入れ、 「 Panasonic 」 起動画面び消えたとき（スーパー 
ノ（イヴーノ（スワードまたはユーヴーノ（スワード設定時はノ（スワード 
入力後）に朽司を押し続ける。 

③ 「 Windows 拡張オプションメニュー」び表示されたら指を離ず。 

③ 圆國で[セーフモード]を選ぶ。 

④ 區罰を押し、画面の指术 L 従って操作ずる。 

r Remove disks 
or other media . 
Press any key to 
restart J び表巧さ 
れたとをは？ 

システムを起動できないフ□ッピーディスクび、フ□ッピーディスクド 
ライブにセットされていないか確認してください。セットされている場 
合は、取り出してから、何かキーを押してください。 

USB 機器を接続している場合は、 USB 機器を取り外ずか、セットアッ 
プユーティ U ティの「詳細」メニューで[レガシ ー USB ] を[無効]に設定 
して < ださい。 

セットアップユーティ U ティの起動方法：今2日ページ 

設定してを同じメッセージび表おされる場合、八ードディスクに何らか 
の問題び発生していることびありまず。 

フ□ッピーディスク 
か 6 起動で定なと 
をは？ 

を 『困ったときの Q & A 』 「起動/終了/スタンバイ/休止状態」の「フ□ッ 
ピーディスクから起動で击ない」をご覧<ださい。 

ユー ザーちをを更し 
た 6 ログオンでをな 
<なつたとさは？ 

変更前のユーヴー名で□グオンしてみてください。 

ユーヴー名は「名前」と「フルネーム」といラ2種類の名前で管理されて 
いまず。 

Windows 起動時に 
音び途切れるとまは？ 

Windows の処理状況によっては、 Windows 起動時に音び途切れる場合 
びあ0まず。 

次の手順で起動時の音び鳴らないよラに設定ずることびでさまず。 

①[スタート]-[コント□-ルパネル]-[サウンド、音声、および才一 
ディ オデノ（イス]-[サウンドと才ーディオデノ（イス]をク U ックし、 
[サウンド]をク U ックずる。 

⑨[プ□グラムイベント]の [ Windows の起動]をク U ックし、[サウ 
ンド]を[(なし） ] に設定ずる。 

③ [0 K ] をク U ックずる。 
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質問 

巧策 


メモ U —容量を増やして<ださい。 


お買い上げ後にインス1-ールした常駐アプ U ケーションソフトびある場 
合は、そのアプ U ケーションソフトの常駐を解除してください。 


ディスクデフラグツールを実行してください。 

Windows の起動や 
動作が遅いとまは？ 

起動び遅い場合は、セットアップユーティ U ティで旧 oot Mode] を[高 
速]に設定してください。ただし、[高速]に設定ずると、本機の電源を入 
れた直後に表おされる 「Panasonic」 起動画面び表おされなくなりまず。 

• わ、ソトアップユー了ィ U 了ィを防動する場合は、11巧||または|山山|を 
巧したまま電源を入れて<ださい。 

• PC-Diagnostic ユーティ U ティを起動する場合は、セットアップユーティ 

U ティの「終了」メニューの[診断ユーティ U ティ ] を選んでください。 

また、次の操作びでさな<な0まず。 

• USB ポートに接続している USB 機器からの起動/ LAN 経由での起動 
• 外付けキーボードでのセットアップユーティ U ティの操作および 

スーノ（ーノ（イヴーノ（スワードやユーヴーノ（スワードの入力 


なお、動作は使用するアプ U ケーションソフトに依をすることちあり、す 
ベての動作び改善されるねけではありません。あらかじめご了を<ださい。 


周辺機器を接続している場合は、取り外してから Windows を終了してく 
ださい。 

周迅機器を取り外ずと終了できた場合は、周迅機器のメーカーにお問い 
合わせ < ださい。 

電源び切れない 
(Windows ぴ按了 
しない）とまは？ 

アプ U ケーションソフトをインス!-ールした後で電源び切れなくなった 
場合は、[スタート]-[コント□-ルパネル]-[プ□グラムの追加と削除]を 
ク U ックし、ご購入後にインス1ルしたアプ U ケーションソフトを削 
除して < ださい。 

削除ずると終了できた場合は、アプ U ケーションソフトのメーカーにお 
問い合わせください。 

次の手順で、ディスクのエラーチェックを行ってください。 

①外部ディスプレイを含むずべての周辺機器を取り外ず。 

⑨[スタート]-[マイコンピュータ]をク U ックし、[□一カルディスク 
(じ） ] をちク U ックして、[プ□パティ]をク U ックずる。 

③ [ツール]をク U ックして、[チェックずる]をク U ックずる。 

④ [チェックディスクのオプション]で[ファイルシステムエラーを自 
動的に修復ずる]と[不良セクタをスキヤンし、回復ずる]にチェッ 
クマークを付け、[開始]をク U ックずる。 

⑥「次回のコンピュータの再起動後に、このディスクの検査を実行しま 
すか？」といラメッセージび表おされたら[はい]をク U ックする。 

⑥ Windows を再起動ずる。 

チェックディスクにかかる時間は、ドライブの容量やファイルの内容、 
[チェックディスクのオプション]の設定により異なりまず。 

スタンバイ • 化止巧 
態か百リジューム（復 
帰）しないとをは？ 

次のよラな場合は、電源スイッチを巧して電源を入れて<ださい。なお、 
保をしていないデータは失われまず。 

• スタンバイ状態のとき、 AC アダプターおよびバッテ U —パックを取 
り外した。 

-周辺機器の取り付け/取り外しを行った。 

• 電源スイッチを4秒じ(上巧して強制終了した。 


バッテ U —の残量びかない、または完全に放電している可能性びありま 
ず。 AC アダプターを接続し、 U ジュームしてください。 






















つたとを 


パスワード/メッセージの Q&A 


質問 

巧策 

パスワードを入力し 
てち再度入力をホめ 
弓れるとをは？ 

面フンプび点灯している場合は、 IlNumLkll を押して了ンキーモードを解除し 
てから入力して < ださい。 

の フンプび点なしている場合は、 1 邮け || か押 L ノ なびら IlCaps Lock II を 押して 
キャップス□ックを解除してから入力してください。 

キーを押してち义字び 
入力されないとまは？ 

Fn キーび□ックされている場合びありまず。 II Fn II を1回巧して□ックを 
解除してから入力してください。 

r パスワードを入力し 
てください J び表示 
されたとさは？ 

スーパーバイヴーパスワードまたはユーヴーパスワードを入力してくだ 
さい。スーパーパ'イヴーパスワードを忘れてしまった場合は有償での修 
理び必要となりまず。ご相談窓□にご相談ください。 

ユーヴーパスワードを忘れてしまった場合は、セットアップユーティ U 
ティを起動して、ノ（スワード入力画面でスーパーノ（イヴーノ（スワードを 
入力して < ださい。 

ユーヴーノ（スワードを設定し直ずことびでさまず。 

1 ー バス K を入力して<广ご 5 し、 一 1 


パスワードの入力画 
面び表示されないと 
をは？ 

スタンバイ-イ木止状態から U ジュームしたとさにパスワードの入力画面 
を表おさせるには、次の設定を行ってください。 

♦セットアップユーティ U ティのノ（スワードの入力画面を表示ずるには 
セットアップユーティ U ティの「セキュ U ティ」メニューでパスワード 
を設定し、[復帰時のパスワード]を[有効]に設定しまず。 

♦ Windows パスワードの入力画面を表示ずるには 

①[スタート]-[コント□—ルパネル]-[ユーヴーアカウント]をクリッ 
クずる。 

③変更ずるアカウントをク U ックして、パスワードを設定ずる。 

お使いのモデルによっては、[ユーヴーアカウント]を再度ク U ック 
する操作び必要でず。 

③[コント□ールパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]-[電源オプ 
シヨン]-[詳細設定]をク U ックし、[スタンバイから回復ずるとき 
にパスワードの入力をまめる]をク U ックしてチェックマークを付 
ける。 

コンピューターの管 
理ちのパスワードを 
ちれたとまは？ 

「よう(一そ1画面で [I Ctrl 1+ 1 Alt 11+ n Dell を？同巧し.「ユーザータ1し 
[ Administrator ] と入力して□グオンした後、ノ（スワードを設定し直して 
<ださい。 

パスワード U セットディスクを作成していた場合、パスワード入力失敗 
後に表おされるメッセージに従って、パスワードを再設定してください。 

Windows ぴ起動は 
ず、数字またはメッ 
セージび表示された 
とまは？ 

システムの起動エラーでず。「エラーコードび表示されたら」 （吟已 4ぺ一 
ジ）の内容に従って操作して<ださい。 

[Remove disks or other media . Press any key to restart 」 か表お 
された場合は、4日ページをご覧ください。 
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つたとさ 


バツテ ij — の Q&A 


質問 

巧策 

カタログの記載より 
ちバッテリーの駆動 
時間び短いとまは？ 

カタ□グや本書の「仕様」（吟已7ページ）などに記載されているバッテ 

U —の駆動時間は、 「 J 曰 TA バッテ U 動作時間測定法 （ Ver . 1.0)」に基づ 
さ測定された数値でず。 

バッテ U —の駆動時間は、画面を明るくして使っているとさなど、使用 
環境やバッテ U - のエコノミーモード作 C 0) の有効/無効によって異な 
りまず。（今を『操作マニュアル』「むバッテ U -)」 の「駆動時間につい 
て」）。 

バッテリーパックの 
交測き巧（寿巧）を 
知日たいとさは？ 

バッテ U —パックを正しく充電してをバッテ U —の駆動時間び著しく短 
い場合は、バッテ U —パックの寿命と考えられまず。新しいバッテリー 
パックと交換ずることをお勧めしまず。 

PC 情報ポップアップの自動表示機能を有効に設定していると、バッテ 

U ーパックの状態び定期的に確認され、お知日せずる情報びある場合は 
画面ち下に[バッテ U —に関ずるお知らせび X 件ありまず]といラルポッ 
プアップ画面び表示されまず。 

ルポップアップ画面をク U ックしてバッテ U —に関ずる情報（バッテリー 
残量表示補正およびバッテ U —の消耗/交換時期）を確認ずることびでさ 
ます（吟を 1 『操作マニュアル』「厘 （ レッツノートま用）」の「パナソニッ 
クからの必要な情報を確認ずる」）。 

バッテリー巧態表示 
ランプ日びホちに点 

1 なしているとをは？ 

バッテ U —の残量びかなくなっていまず （ 残量約日％！ツ下）。 

AC アダプターを接続してノ（ッテ U -状態表示ランプびオレンジ色に変 
わったら、そのままお使いください。 AC アダプターびない場合は、ずぐ 
にデータを保をし、 Windows を終了してください。その後、十分に充電 
されたバッテ U - パックに交換してから電源を入れてください。 

バッテリーが態表示 
ランプ日び点滅して 
し、るとをは？ 

赤色に点滅している場合は、ずぐにデータを保をし電源を切った後、 

バッテ U —パックと AC アダプターを本体から取り外し、取り付け直して 
<ださい。 

それでち赤色に点滅ずる場合は、バッテ U —パックまたは充電回路の故 
障び考えられまず。ご相談窓 □ にご相談<ださい。 

オレンジ色に点滅している場合は、次のどちらかの状態び考えられまず。 
♦バッテ U —パック内部の温度び充電巧能な範囲外のため、一時的に充 
電でさない状態でず。温度び充電可能な範囲内になると自動的に充電 
び始まりまず。そのままお使いください。 

参アプ U ケーシヨンソフトや周迅機器 （ USB 機器など）び多くの電力を 
消費し電力不足になっているため、充電でさない状態でず。起動して 
いるアプ U ケーシヨンソフトを終了し、周巧機器を取り外しまず。電 
力不足び解消されれば自動的に充電び始まりまず。 

バッテリー巧態表示 
ランプ日ぴ明滅して 
るとをは？ 

バッテ U —の充電中でず。 

セットアップユーティ U ティの「メイン」メニューで[充電中バッテ U - 
状態表示]を[明滅]に設定ずると、点な状態び明るくなったりみし暗く 
なったり（明滅）しまず。 

r バッテリー巧■表示 
巧正ユーティ U ティ J 
画面び表示されたと 
をは？ 

バッテ U —残量表示補正を実行した後、「プ□グラムの終了」画面で[キャ 
ンセル]をク U ックした可能性びありまず。[キャンセル]をク U ックずる 
と Windows の終了処理び中止され、次回起動時に再びノ（ッテ U -残量表 
お補正び始まりまず。 

♦ Windows を起動ずるには、電源スイッチを押して電源を切り、をラー 
度電源を入れてください。 
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つたとを 


ポインターと画面表巧の Q&A 


質問 

巧策 

ホイールパッド巧用 
時ポインターび動か 
ないとまは？ 

セットアップユーテイ U テイの「メイン」メニューで[フラットパッド] 

び[有効]に設定されているか確認してください。 

キーボードを操作し、次の手順で外部マウスのドライバーを削除してく 
ださい。インス!-ールされていると、ホイールパッドび使えないことび 
ありまず。 

①國、圆の順1し巧し、 「 devmemt.msrJ 人力して画罰を巧す。 

⑨ iwfl を巧し、國を数回巧して[マウスとそのほかのポインァイング 
デバイス]を還び、圆を巧ず。 

③ [Synaptics PS /2 ...化ツ外の名前び表示されている場合、外部マウ 
スびインストールされているので、画で外部マウスのドライバーを 
誤び、 1 山山1、 1 垃の順に押し削除ずる。 

④ 再起動確認の画面で[はい]を選ひ、1向 ter 赔巧ず。 

再起動確認の画面び表おされない場合は、圖、國の順に巧し、圆國 
圆圆で [ 再起動]を選んで同!司を巧してください。 

キーボードで操作でさない場合は、電源スイッチを4秒し U 上巧して 
電源を切った後、電源を入れて<ださい。 

⑥ Synaptics のドライバーを再インス I -- ルずる。 

[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をク U ックし、 

「 c :¥ util ¥ clrivers ¥ mouse ¥ setup.exeJ と入力して [0 K ] をク U ッ 
クします。な降、画面の指示に従ってインストールしてください。 

USB マウスへルパーをセットアップしている場合、 USB マウス接続時 
はホイールパッドでポインターは操作できません。 

• ホイールパッドをお使いになる場合は、 USB マウスを取り外してく 
ださい。 

• マウス接続用の PS /2 ポートを内蔵した USB キーボードを接続し 
た場合、 USB キーボードにマウスを接続していなくてち、ホイール 
パッドは無効にな0まず。 

• USB マウスヘルパーをセットアップした状態で、[スタート]- 
[コント□-ルパネル]-[プ U ンタとその他の八ードウエア]-[マウ 
ス]-[デバイス設定]の設定を変更ずると、 USB マウスへルパーをア 
ンインストールした後、ホイールパッドび使えなくなる場合びあり 
まず。その場合は、次の手順で設定を変更してください。 

① USB マウスを接続ずる。 

⑨[スタート]-[コント□-ルパネル]-[プ U ンタとその他の八ードウエ 
ア]をク U ックずる。 

③ [マウス]をク U ックずる。 

④ [デバイス設定]をク U ックずる。 

⑥[有効]をク U ックし、 [0 K ] をク U ックずる。 

ポインターび勝手に 
動くとまは？ 

「ホイールパッドの感度を調節ずる」（吟を]『操作マニュアル』「◎(ホイー 
ルバッド)」） をご覧になり、ホイールパッドの感度を調節してください。 

外部マウスのドライバーびインス1-ールされていないことを確認してく 
ださい（上記の「ホイールパッド使用時ポインターび動かないとさは？」 

の2つ目の項目の手順①〜④をご覧ください）。 


因つたとさ 
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質問 

巧策 


マウスび正しく接続されているか確認してください。 

マウス接続時ポインター 
び動かないとさは？ 

接続したマウスのドライバーをインストールしてください。 

外部マウスのドライバーをインストールずると、ホイールパッドび使え 
ないことびありまず。 

詳しくは、 を 『操作マニュアル』 「 grn (周辺機器）」の「外部マウスを使 
ラ」をご覧ください。 

セットアップユーティ U ティの「メイン」メニューで[フラットパッド] 

を[無効]に設定してください。 


不具合などび修正された最新のドライバーびマウスのメーカーから配布 
されている場合びありまず。 

詳しくは、お使いのマウスのメーカーにお問い合わせください。 

マウス接続時ホイー 
ルパッ ドを巧効にす 
るには？ 

を 『操作マニュアル』 「 ft ; (周辺機器）」の「外部マウスを使う」をご覧 
になり、 USB マウスヘルパーをセットアップしてください。常に外部 
マウスで操作ずる場合は、セットアップユーティ1」ティの「メイン」メ 
ニューで[フラットパッド]を[無効]にしてください。 

緑、ホ、青のドット 
びなつたり、正しい 
をびま巧されなかつ 
た D するとをは？ 

これは、故障ではありません。 

カラー液晶ディスプレイは精度の高い技術で作られていまずび、画 
素欠けや常時点灯（緑、ホ、青色）ずるちのびあ 0 まず。有効画素び 
日日 .998%^：^ 上、画素欠けなどび 0.00 2 %LU 下の場合は、故障ではあり 
ません。あらかじめご了をください。 

一巧真つ黒になると 
をは？ 

省電力設定ユーティ U ティの [ 画面表示の省電力機能]を有効に設定して 
いるとさに、次のよラな操作を行ラと画面び一瞬真っ黒になる場合びあ 
りまずび、故障ではありません。そのままお使いください。 

• 11 Fn 11 + 11 F 1 11/11 Fn 11 + 11 F 2 II 岡巧の明るホを調整する。 

• AC アダプターを抜さ挿しずる。 

動画再生ソフトやグラフィックのベンチマークソフトなどをお使いで、 
エラー画面び表おされたりソフトび正しく動作しなくなったりした場合 
は、 を 『困ったときの Q & A』r アプ U ケーシヨンソフト」の「アプ U ケー 
シヨンソフトなどび正しく動作しない」をご覧ください。 


電源状態表おランプのおよび®び点灯している場合は、ディスプレイの 
雷源が切れています。 1 巧巧1や1邮时1など動作に影響のないキーを巧してく 
だ?^い。漂巧し巧つキー （1 向 terL II 11(乂ベースキー)、恒品1网、 

國や数字キーなど）は使わないでください。 


電源状態表示ランプむおよび®び点滅または消灯している場合は、スタ 
ンバイまたは休止状態になっていまず。電源スイッチを巧してください。 

何を表示されないと 
をは？ 

画面の表示先び外部ディスプレイに設定されている可能性びありまず。 
iLfaJ+ILfaJI を神し（:ホ术化をがり挂ス（：くだホい。 ILfoJ+l 止 aJ を続けて 
巧す場合は、画面の表示先び完全に切り替わったことを確認してから巧 
して < ださい。 


画面が啦< なっている可能忡があります。 11 Fn 11 + 11 F 2 II を巧して画面を明 
るくしてください。（今]日ページ） 


RAM モジュールを増設または交換した場合は、 RAM モジュールび正し 
<取 0 付けられていません。 

電源を切り、 RAM モジュールび推奨品であることを確認し、正しく取り 
付け直してください。それでを画面に何を表おされない場合は、ご相談 
窓口にご相談ください。 









































































つたとを 


ポインターと画面表示の Q&A 


質問 

巧策 

おい/暗<なつたと 
をは？ 

rm + r ? 罰を押してください。明るくなります。 吟] 6ページ 

巧像びま巧されると 
をは？ 

同じ画面を長時間表おさせていると残像になることびありまず。別の画 
面を表示して < ださい。 

画面び SL れるとき 
は？ 

解像度/色数を変更したり、本機の動作中に外部ディスプレイの取り付 
け/取り外しを行ったりずると、画面び乱れることびありまず。本機を再 
起動して < ださい。 

内部 LCD の U フレッシュレートび40ヘルツになっている可能性びあり 
ます。次の方法でリフレッシュレートを変更してください。 

①[スタート]-[コント□-ルパネル]をク U ックずる。 

⑨左側の[関連項目]の[コント□ールパネ j レのその他のオプション]- 
[ Intel ( R ) Graphics and Me 出 a ]-[ 般設定]をク U ックし、内威 
ディスプレイの [ U フレッシュレート]び [40 Hz ] になっている場合 
は、[日 OHz ] に変更し、 [0 K ] をク U ックずる。 

電源を入れた直後に 
表示されるはずの 
r Panasonic J お動 
画面び表示されない 
とさは？ 

「 Panasonic 」 起動画面を表おずるには、セットアップユーティ U ティ 
の「起動」メニューで旧 oot Mode ] を[通常]に設定してください。 

[高速]に設定していると、 「 Panasonic 」 起動画面は表示されません。 
[高速]に設定したままセットアップユーティ U ティを起動ずるには、 
iF 2 |み たは 11 Del 11 み •押したまま電源を入れてください。 

外部ディスプレイによっては、 「 Panasonic 」 起動画面び正しく表おさ 
れない場合びありまず。その場合は、本機の電源を切って外部ディスプ 
レイを本機から取り外し、再度本機の電源を入れてください。 

本機に外部ディスプレイを接続している状態で 「 Panasonic 」 起動画面 
を本機の内部 LCD に表示させるには、外部ディスプレイを接続ずる前 
に、セットアップユーティ U ティの「メイン」メニューの[ディスプレイ] 
を[内部 LCD ] に設定してください。 


た 

と 

さ 


4已 

























つたとさ 


八ードウエアを診断する 

本機に搭載されているハードウエアび正しく動作しない場合は、 PC - Diagnostic ユーティリティ 
を使って、正常に動作しているかを診断ずることびできまず。 

八ードウエアに異常び見つかったときは、お買い上げの販売店へご連絡ください。詳しくは、「保証 
とアフターサービス」（吟『取扱説明書準備と設定ガイド』）をご覧 < ださい。 


(^ PC - Diagnostic ユーテイリテイで診断する八ードウエア 


診断ずる八ードウエア 

PC - Diagn 日 Stic ユーテイ U テイの表示 

CPU 

CPU/System 

メモリー 

RAM xxxx MB 

八ードディスク 

HDD XXX GB 

ビデオコント□ーラー 

Video 

サウンド 

Sound 

LAN 

LAN 

無線 LAN 

Wireless LAN 

US 巨 

USB 

PC 力ードコント□-ラー 

PC Card 

SD 力ードコント□-ラー 

SD 

内部キーボード 

Keyboard 

ホイールパッド 

Touch Pad 


♦ Video 診断中に画面び乱れたり、 Sound 診断中にスピーカーから音び出ることびありまずび、こ 
れらは異常ではありません。 Sound 診断中は、大さなビープ音び鳴りまずので、ヘッドホンを装 
着しないでください。 （ Windows でミュートに設定している場合、音は鳴りません。） 

♦ソフトウエアは診断でさません。 


操作のしかた 


ホイールパッドで操作ずることをお勧めしまず。ホイールパッドで操作しないときは、代わりに内 
部キーボードで操作ずることもでさまず。 


操作 

ホイールパッドの操作 

内部キーボードの操作 

アイコンを選ぶ 

ポインターをアイコンの上に 
合わせる 

II II ( スペースキー）を巧 

してから圆圆圆画を巧ず 
(画面ち上の忙 lose ] は選べま 
せん。） 

アイコンをク u ックずる 

タップまたはク U ックずる 
(ちク U ックは使えません。） 

アイコントで II II ( スペー 

スキー）を巧ず 

PC - Dia 邑 nosti 巳ユーテイ U 
テイを終了してパソコンを再 
起動ずる 

画面ち上の [ close ] をク U ック 
する 

11 Ctrl 11 + f | Alt 11 + f | Del fl を ホ 田す 


ホイールパッドび正しく動作しない場合は、 m + m + m を押してパソコンを再起動ずるか、 
電源スイッチを巧して電源を切った後に、再度 PC - Diagnostic ユーティ U ティを起動してくださ 
し、。 


困つたとさ 
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つたとを 


八ードウエアを診断ずる 


診断する I 

セットアップユーティリティを工場出荷時の状態にして実行しまず。セットアップユーティリティな 
どで使用でさないように設定されている場合は、八ードウェアのアイコンぴグレー表示になりまず。 

〇周辺機器を取りがす。 

S AC アダプターを接続す る。 

診断中は、 AC アダプターの抜き挿しや周巧機器の取り付け/取り外しを行わないでください。 

0パソコンの電源を入れる。または、 Windows を終了して再起動する。 

の パソコンの起動後すぐ、 「Panasonic」 起動画面が表示されている間に國ま 
たは^3を押してセットアップユーティリティを起動する。 

• お買い上げ時の状態から設定を変更して使っていた場合は、変更した設定をメモしておくこ 
とをお勧めしまず。 

♦ LU 降の手順でノ（スワードの入力画面び表おされた場合は、スーパーノ（イヴーノ（スワードを入 
力し、 tEnteri を巧して < ださい。 

巧 m を巧す。 

確認のメッセージび表示されたら、[はい]を還び、 m を押して<ださい。 

巧 胃を巧す。 

確認のメッセージび表示されたら、[はい]を選び、 M を巧してください。 

P パソコンの起動後すぐ、 「Panasonic」 起動画面び表示されている間に國ま 
たは^3を押してセットアップユーティリティを起動ずる。 

0圆と圆を使って「終了」メニューに移動ずる。 

0圆と画を使って[診断ユーティリティ]を選び M を巧す。 

[診断ユーティ U ティ ] び選べない場合、次の手順を行ってください。 

①画と画を使って[設定を保をして再起動]を選び國を巧ず。 

確認のメッセージび表示されたら、[はい]を選び、 m を押してください。 

⑨パソコンの起動後ずぐ 、 [Panasonic I 起動画面び表示されている間に m または M を押 
してセットアップユーティ U ティを起動ずる。 

③圆と圆を使って「終了」メニューに移動し、[診断ユーティ U ティ]を選んで M を巧ず。 
PC - Diagnostic ユーティ U ティび起動し、自動的にずべての八ードウェアの診断び始まりま 
す。（画面は英語でず。） 

アイコンの左側 （ A ) に青色と黄色び交互に表示され始めるまでは、ホイールパッドまたは内 
部キーボードび使えません。 

G --——:- 診断中にクリックして行える操作 


—診断を最初から始めるとさ 

診断を中止ずるとさ（診断を途中から再開ずることはでさ 
ません） 

「ヘルプを 表示するとき（画面をク U ックずるか^ ( ス 
」ペースキー）を押ずと元の診断画面に戻りまず） 


♦八ードウエアのアイコンの左側 （ A ) の表示色で診断状況び確認でさまず。 

• 水色：診断していない状態 

-青色と黄色び交互に表示：診断中。診断内容によって表示の間隔は異な0まず。 

RAM 診断中は、表示び長時間止まることびありまずび、そのままお待ちください。 

-緑色：正常と診断 
-赤色：異常と診断 

♦気温び高い場所でお使いの場合、表おされる診断時間よりち長くかかる場合びありまず。 



因つたとさ 
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メモ 



♦次の手順で、特定の八ードウエアのみを診断ずることびでさまず。 

①〇をク U ックして診断を中止ずる。 

③診断しない八ードウエアのアイコンをク U ックしてグレー 
表お （ B ) にずる。 

八ードディスク、キーボード、ホイールパッドの場合は、 

ク U ックずるとお張診断（アイコンの下 （ C ) に 「 FULL 」 と 
表示）になり、再度ク U ックずるとグレー表示になりまず。 

③13:をク U ックして診断を始める。 

♦あ張診断びでさる八ードウエアは、八ードディスク、キーボード、ホイールパッドでず。通 
常のご使用時は、キーボードとホイールパッドのあ張診断を行ラ必要はありません（これら 
のお張診断は、ご相談窓口にお問い合わせいただいたとさに診断を行っていただく場合びあ 
りまず）。八ードディスクのお張診断は、標準診断に比べて詳しい診断を行ラため、診断時 
間び長< な0まず。 

♦ PC - Diagnostic ユーティ U ティは、次の手順でも起動ずることびできまず。 

(セットアップユーティ U ティの「起動」メニューで旧 oot Mode ] を[高速]に設定している 
と、次の手順で起動でさない場合びありまず。） 

①手順6まで行ラ。 

③パソコンの起動後すぐ 、 rPanasonic I 起動画面び表示されてし)る間に 區 S 0 + 厘君1 を巧し続ける。 

の ずべての八ードウエアび診断された5、該斬結果を確認ずる。 

ホ色になり 「 Check Result TEST FAILED 」 び表示されたら、 

パソコンの八ードウエアび故障していると考えられまず。赤色で 
表示されている八ードウエアを確認して、ごホ目談窓□にご相談く 
ださい。 

緑色になり 「 Check Result TEST PASSED 」 だ;表示されたら、 

パソコンの八ードウエアは正常でず。そのままお使いください。 



メモ 


RAM モジュールを増設した状態でメモ U - 診断をしてに heck Result TEST FAILED 」 び表 
おされた場合： 

増設された RAM モジュールを取り外して診断を行ってください。それでを 「Check Result 
TEST FAILED 」 び表おされた場合、内蔵の RAM モジュールび故障していると考えられまず。 


flj 彭断び終了した5、画面ち上の [ close ] をクリックす 
るか、區 0+ 国 D+ 區〇を押してパソコンを再起動する。 



ES F 


困つたとキ J 
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つたとを 


本機の廃棄-譲渡時にデータを消去する 


ハードディスクデータ消去ユーティリティを利用ずれば、内蔵ハードディスクに保巧されているず 
ベてのデータやソフトウェアを、復元でさないよラに消去でさまず。本機を廃棄または譲渡する場 
合などにご利用ください。 


/ V - ドディスクデータ消去ユーティリティは、データを上書さずる方までデータを消去していま 
ずが、予期せめ誤動作あるいは誤操作により完全に消去できない場合びありまず。また、特殊な 
機器により読み出される可能性もありまず。機密度の高いデータを消去ずる必要びある場合は、 
専門業ちに消去を依頼してください。また、このユーティリティの使用により生じたお客さまの 
損害については補償いたしかねまず。 


データ消去の前に 


: 欠のものを準備してください。 

参 Windows 7用プ□ダクトリカバリー 
DVD-ROM 

参外付け CD / DVD ドライブ（別売り） 

使用でさる CD / DVD ドライブについては、 
『取扱説明書準備と設定ガイド』の「別売り 
商品」をご覧ください。 

次の点を確認してください。 

♦必ず、 AC アダプターを接続してください。 

♦データ消去には、]時間〜7時間かかりまず 
(ハードディスクの容量によって消去時間は 
異なりまず）。 

♦内蔵八ードディスクにのみ有効でず。外付け 
八ードディスクには働さません。 

♦実行ずると八ードディスクからは起動しなく 
なりまず。 

♦損傷している八ードディスクのデータは消去 
でさません。 

♦パーティシヨンを指定してデータを消去ずる 
ことはでさません。 


データをすべて消去する 


〇 AC アダプターを 接続す る< 




曰 


が付け CD/DVD ドライブ（別売 
り）を本機に接続する。 

使用できる CD / DVD ドライブについて 
は、『取扱説明書準備と設定ガイド』の 
「別売り商品」をご覧ください。接続のし 
かたは、外付け CD / DVD ドライブの説明 
書をご覧 < ださい。 

回本機の電源を入れ、 「Panasonic」 
起動画面が表示されている間に M 
または 區10 を巧し、セットアップ 
ユーティ U ティを起動する。 

♦パスワードを設定している場合は、次 
の画面でスーパーノ（イヴーノ（スワード 
を入力し 、 llimd を押して<ださい。 


パスワードを入力してください 



参ユーヴーパスワードでは各項目の設定 
値を工場出荷時の値（パスワード、シス 
テム時間、システム曰付を除く）に戻 
す m は使えません。 


因つたとさ 
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Q m を押す。 


次の画面で[はい]を選び、區国!を巧して 
<ださい。 


-デフォルト設定- 

デフォルト値を□—ドしますか？ 



を巧して、確認のメッセージ 
び表示された5、[はい]を選び、 

lEnterj を t 串ず。 

•セットアッ フユーテ イ U テイび終了し、 
パソコンび再起動しまず。 

回 「Panasonic」 起動画面が表示さ 
れている間にまたは區 10 を巧 
し、セットアップユーテイ U テイ 
を起動ずる。 

P Windows 7用プ□ダクトリカバ 
U- DVD-ROM を CD/DVD ドラ 
イブにセットする。 

回圆と圆を使って「終了」メニューに 
移動する。 

@圆と圆を使って[デバイスを指定し 
て起動]の下に表示されているが付 
けの CD/DVD ドライブのデバイス 
名（例: [MATSHITAXXXX]) を 
選び、區量!を押す0 
デバイス名びわからない場合は次の手順 
を行ってください。 

1. [起動]メニューに移動ずる。 

2. [起動オプション# 1] を還び國を巧 
し 、 [USB CD / DVD ドライブ]を選ん 
で區国!を巧ず。 

3. 画を押して、確認のメッセージび表 
おされたら、[はい]を選び區国を巧ず。 


匹)[セキュリティのため八ードディス 
クの内容を消去する]をクリックし 
て選び、[なへ]をクリックする。 

[キャンセル]をク U ックずると、操作を 
中止でさまず。 


广阳诚 mi . S 再み " S ド-).げる .i 


セキ"テイびこ田り-ドデイスなが D 巧 J はすに-9 


r システム励 I オブシた々だおな. 


キでンせル J 


0) 確認のメッセージが表示された5, 
[はい]をクリックずる。 



0 [実行する]をクリックする。 



0再度[実行ずる]をクリックずる< 


/トドデイスな*ちユーテ科テが巧巧が 1-5 だ由ちすな 
玉む-5が化を B でサがしでい 5C 巧魁しなだな、 
A- ドデイスな*定ユ-テ■扣ティ巧行しますホ> 


'巧が 1-5 だ由ちすな化ホ6だ '"か》かはん 


[ 中止す S ] 【_»行す S. 


< » 巧35 


困つたとさ 
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つたとさ 


本機の廃棄-譲渡時にデータを消去ずる 


fQ [はい]をクリックずる。 


ハ-巧イスりおユ-テイ 
惦ぃ]モ巧》^>?なす—的 
，トドデイスな’#*ユーテ•扣! 


I テけ巧げ-巧元!;;巧な e ん 
:鮮巧*6はす， 

if-rtWiL*?#? 


t 「 an3'l 


t か:」 


八ードディスクのデータ消去び開始され 
ます。 

I百終了のメッセージび表示された5、 
プ□ダクトリカバ’ IJ — DVD-ROM 

を取0出し、夕+付けの CD/DVD ド 
ライブを取りがして [OK] をクリッ 
クずる。 

♦パソコンの電源び切れまず。 

♦何らかの原因で完了でさなかった場合 
は、エラーメッセージび表おされまず。 


困つたとさ 
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パソコンの廃棄 • 譲渡時における八ードディスク巧のデータ消去について I 


データ流出のトラブルを回避するためには八ードディスク内 
に記録されたすベてのデータを、 お客さまの責任において消 
去ずることび非常に重要でず。 


最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に使われるようになってきてい 
まず。これらのパソコンの中にある八ードディスクという記憶装置に、お客さまの重要な 
データび記録されていまず。 

したびって、そのパソコンを廃棄または譲渡ずるとさには、これらの重要なデータを消去ず 
ることび必要でず。 

ところび、この八ードディスク内に記録されたデータを消去ずるといラのは、それほど簡単 
ではありません。 

「データを消去ずる」といラ場合、一般には次のよラな操作を行いまず。 

-「削除」操作を行う 
• データを「ごみ箱」に捨てる 
• 「ごみ箱を空にずる」機能を使ってデータを消ず 
•ソフトウェアで初期化（フォーマット）ずる 
• 0 S をインス!-ールし直ず 

しかし、これらの操作を行ってを、八ードディスク内に記録されたファイルの管理情報び変 
要されてデータを呼び出ず処理びでさなくなるだけで、本来のデータは残っているといラ状 
態にありまず。 

したびいまして、データ回復のための特殊なソフトウェアを利巧ずれば、これらのデータを 
読み取ることび可能な場合びありまず。このため、悪意のある人によって、このパソコンの 
八ードディスク内の重要なデータび読み取られ、予期しない用途に利用されるおそれびあ0 
ます。 


消去ずるためには、専用ソフトウェアあるいはヴービス（ともに有償）を 
利用ずるか、 J \- ドディスク內のデータを金おや強い磁気によって物理の • 
磁気的に破壊して、読めなくずることを推奨しまず。 


八ードディスク内にお客さまびインストールした市販のソフトウェアを削除せずに本機を譲 
渡すると、そのソフトウェアのライセンス使用許諾契約にお触ずる場合びありまずので、ご 
を意 < ださい。 


困つたとさ 
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つたとを 


エラーコー ドが表示された6 


電源を入れたとさ、次のエラーコードやメッセージび表おされた場合は、対処の説明に従ってくだ 
さい。 

それでを解ミ夫でさない場合、またはこれらじ(外のエラーコードやメッセージび表おされた場合は、 
ご相談窓 □ にご相談ください。 


エラーコード/メッセージ 

対処 

システム CMOS 値が正しくあり 
ません。 

セットアップユーティ U ティの設定内容を保持しているメモ1」一の内 
容び正しくありません。これは、プログラムなどの意図しない動作に 
より、内容び変更された場合に起こるエラーです。 

♦セットアップユーティ U ティで、デフォルト設定にした後、必要に 
応じて適切な値に設定し直してください。 

• それでも表おされる場合は、データな持用の内蔵ノ（ックアップノ（ッテ 

U —び消耗している可能性びあります。ご相談窓□にご相談ください。 

システム CM 日 S のチェックサム 
が正し <あ0ません。 

曰付と時刻の設定が正し < ありま 
せん。2010/日1/日1に設定しま 
した。 

曰付と時刻の設定び正しくありません。 

参セットアップユーティ1」ティの「メイン」メニューで、曰付と時刻 
を正しく設定してください。 

• それでも表おされる場合は、データな持用の内蔵ノ（ックアップノ（ッテ 

U —び消耗している可能性びありまず。ご相談窓□にご相談ください。 

エラー 

八ードディスクな護により、アク 
セスび禁止されています。 

セットアップユーティ U ティを起動 
し、正しく設定し直してください。 

A - ドディスクへのアクセスび禁止されています。 

♦セットアップユーティ U ティを起動し、設定内容を八ードディスク 
保護を設定したとさと同じ内容に設定し直してください。 

< F 2 >キーを押すとセットアッ 
プを起動します。 

•エラー内容をメモした後、阳^1または阳^1を巧してセットアップ 
ユーティ U ティを起動してください。設定を確認し、必要に応じて 
適切な値に設定し直してください。 

Reboot and Select proper 

Boot device or Insert Boot 
Media in selected Boot device 
and press a key 

起動しよラとしたフロッピーディスクや八ードディスクに 0 S び正し 
くインストールされていません。 

♦フ□ッピーディスクドライブに起動でをないフ□ッピーディスクび 
セットされている場合は、取り出してください。 

♦八ードディスクから起動でをない場合は、セットアップユーティ U 
ティの「情報」メニューで八ードディスクび正しく認識されている 
か確認してください。 

•認識されている場合 （rxxx GB 」 と表示）は、 0 S をインス!ル 
し直してください。 

•認識されていない場合（「なし」と表示）は、ご相談窓□にご相談 
<ださい。 

♦ USB ポートに機器を接続している場合は、取り外すか、セット 
アップユーティ U ティの「詳細」メニューで[レガシ ー US 田を[無 
効]に設定してください。 

Disk error 

Press any key to restart 


セツトアップユーティ U ティの起動方法：今2日ページ 


已4 

















情報を発信ずる人の表現の自由を奪ラことになるため、上述のよラなサイトを公開をやめさせるこ 
とはでさません。また、日本では非合法でを、その Web サイトを発信している国では合法なをのを 
ありまず。 

有害なインターネット上の情報の受信を自動的に制限ずる技術び、「フィルタリング」でず。これは、 
情報発信ちの表現の自由を尊重しつつ、有害な情報の受信を制限でさる有効な手段でず。特に青少年 
びインターネットを利用ずる家庭では、パソコンにフィルタ U ング機能を持つソフトウェアをインス 
I -ールずるか、インターネット事業ちのフィルタ U ング-サービスの利巧をお勧めしまず。 

本機には、「フィルタリング」機能をサポートずるソフトウェアとして n - フィルター已.0」30曰ち' 
試し版び用意されていまず。デスクトップので，（有害サイトから守る i フィルターのセットアップ） 
をダブルク U ックして 「 i - フィルター已.0」30曰お試し版をインストールずることびできまず。 

r フィルタ U ング」は、ソフトウェアあるいはサービス事業ちによって、「有害サイトブ□ック」 
「 Web フィルター」「インターネット利用管理」などと表現される場合をあり、機能や利用条件び異 
なりまず。ソフトウェア提供会社あるいは、お客さまび契約されているインターネット事業ちに、 
事前に確認されることをお勧めしまず。 

フィルタ U ングに関する情報は、社団法人電モ情報技術産業協会のユーヴー向け啓発資料「パソコ 
ン-サポートとつさあラ方法」からを入手でさまず。 


http://it.jeita.or.Jp/perinfo/report/pcsupport/inclex.html 

に010年1月]日現在) 


♦ n - フィルター 5.0 J 30日お試し版のお問い合わせ先 


窓口 

デジタルアーツ株式会社サポートセンター 

FAQ 

http :// www . daj . jp / faq / 

お問い合わせフォーム 

http :// www . claj . jp / ask / 

E-mail 

p - support @ claj . co.jp 

電話 

月〜金： 03-3 已80-已678 ( 受付時間] 0:00 ~18:00 (祝祭日を除く）） 
±曰祝祭日： 〇已70-00-] 334 (受付時間] 0:00〜 20:00) 

(指定休業日を除く） 

URL 

http :// www . claj . jp / 


つたとさ 


フイルタリングについて 


青少年によるインターネット上の有害サイトへのアクセス防止について 


困つたとキ J 
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I 仕様 I 日本国内専届 


本製品（付属品を含む）は日本国内仕様であり、おがの規格などには準拠しておりません。 

下記品番むがのパソコンをお持ちの場合は、付属の『お知5せ』などで仕様を確認してくださし、。 

♦本体仕様 


品番 

CF-R9JWBCPS 

CF-R9JCBCPS 

CPU 

インテル® vPro ™ テクノ□ジー採用^ 

— 

超低電圧*版インテル® Core ™ 
i 7 -色 20 UM vPro ™ プ□セツサー 

超低電圧*版インテル® Core ™ 
i 7-620 UM プ□セツサー 

(インテル®スマートキャッシュ4 MB &9、 動作周波数1 .06 GHz 、 インテル® 
ターボ-ブースト-テクノ□ジー利用時は最大 2. 13 GHz ) 

チップセット 

モバイルインテル® QM 已7 Express チップセット 


メインメモリー 

標準吕 GB が DDR 3 SDRAM (最大4 GB 《。が） 


空さス□ット数 

1 

ビデオメモ U — 

最大7白3 MB *" 2 、 2 GB のメモ U - を増設した場合は最大1巳曰3 MB *" 2 (メインメ 
モ U —と其用）*"4 

(Windows XP の場合：最大2己已(メインメモリーと其用）が"） 

ハードディスク 

ドライブ 

250 GB (Serial ATA ) 

上記容量のうち約12 G 目を U カバ U —領域、約30日 M 目をシステム領域として 
使用（ユーヴー使用不可） 

(Windows XP の場合は U カバ U —領域およびシステム領域はありません） 


表示方式 

1日.4型 TFT カラーミ夜晶 XGA ( 1024 X 768ドット） 


内部 LCD 表示 

1024 X 7已8ドット：約1巨77万色※® 

外部ディスプレイ 
表示％7 

800 X 600ドット、1024 X 768ドット、128白 X 768ドット、 

1280 X 1日24ドット、14日0 X ] 日目日ドット、1680 X 1曰已〇ドット、 

1600 X 1200ドット、1920 X 1080ドット、1白20 X 1200ドット： 

約1677万色 

本体+外部ディスプレイ 
同時表示‘ 

800 X 600ドット、1〇吕4 X 7已8ドット：約1677万色*® 

無線 LAN 

インテル® Centrino ® Advanced-N 
色200 

IEEE 802.1 la (\ A / 已 2/ VV 己 3/\ A / 己 6) / 
b / g / n 準拠ぷ s ( 吟6日ぺージ） 

搭載されていません 

LAN 》® 

1日00 BASE - T /1 日日 BASE-TX / 1 0 BASE-T 

モデム xiD 

データ：已6 kbps ( V .90) FAX :1 4.4 kbps /ボイス非対応 

サウンド機能 

PCM 音源 （24 ビットステレオ （Windows XP の場合：16ビットステレオ））、 
インテル® High Definition Audio 準拠、モノラルスピーカー 

セキュ U ティチップ 

TPMCTCG VI . 2準拠）※11 

カードス□ット 

PC 力ードス□ット （TYPE n ) X 1ス〇ット 

(CardBus 対応、許容電流 3.3 V : 400 mA 、 己 V : 400 mA ) 

SD メモ U —力ードス□ット&に X 1ス〇ット 
( SDHC ゾモ U —カード対応/着作権保護技術対応） 

拡張メモリース□ット 

DDR 3 204ピン S 0 -DIMM X ] ス□ット （ 1.巳 V / PC 3-6400/ DDR 3 SDRAM ) 

インターフェース 

USB ポート X 吕 （ USB 2'0 X 2) ※口、モデムコネクター （ RJ -1 1 ) ※、〇、 LAN コ 
ネクター ( RJ -4 已）*9、外部ディスプレイコネクター(アナ□グ RGB ミニ Dsub 

1巳ピン）、=ニポート1」プ U ケーターコネクター（専用巳0ピン）、マイク入力端 
テ（ステレオ S ニジャック M 3( プラグインノてワー対応 ）） ^ 4 、オーディオ出力端子 
(ステレオ吉ニジャック M 3) 

キーボード/ 
ポインティングデバイス 

0 ADG 準拠キーボード （8 己キー）、キーピッチ：17 mm (横） /14.3 mm (縦） 
(一部キーを除く）/ホイールパッド 

電源 

AC アダプターまたはノ くッテ U —パック 

AC アダプター "* n 

入力： A 巳1日0 V 〜24日 V 、已日 Hz / 6日 Hz 、 出力： DC 16 V 、 2.8 A 、 電源 
コードは1日日 V 専用 


已已 


































品番 

CF-R9JWBCPS 

CF-R9JCBCPS 


バッテリーパック 

7.2 V ( Li - ion )、 公称容量 6.2 Ah / 定格容量己.8 Ah 


バッテ1」一駆動時間' 

約 7. 5時間（バッテ U —のエコノミーモード （ ECO ) 無効時） 

バッテ1」 一 充電時間&17 

約 3.5 時間 （ 電源オフ時）/約己時間 （ 電源オン時） 

消費電力/ 

エネルギー消費効率 

最大約4已19/2007年度基準1区分日.□日日1目 

(社）電子情報技術産業協含情報処理機器高調波電流抑制対策実行計画書に基づ 
<定格入力電力値： 27 W 

外形寸法 

幅22日 mm x 奧行を187 mm x 高さ2目.4 mm / 42.5 mm (前部/後部） 

突起部除< 

gp ぷ吕〇 

パソコン本体 

約日.93 kg ( 付属のバッテ U —パック 
(約日.22 k 呂）装着時） 

約0.92 k 呂（付属のバッテリーパック 
(約日.22 kg ) 装着時） 

AC アダプター 

約0.1己己 k 呂（電源コード（約日.日6 k 呂）除く） 

使用環境条件 

温度：百む〜3已む 

湿度： 3日〇/〇 RH 〜8日〇/〇 RH (結露なさこと） 

05》吕1 

ベース日 S 

Windows ® 7 Professional 32ビット正規版 （ 日本語版） / Windows ® 7 
Professional 64ビット正規版（日本語版） 

(Windows XP Mode 搭載） ( Windows ® XP ダウングレードサービスミ斉み） 

インス1-ール日 S 

Microsoft ® Windows ® XP Professional Service Pack 3 正規版 

導入ミきみソフトウェア*" W 
(Windows XP の場合： 
吟已8ページ） 

Microsoft ® Internet Explorer 8.0 / ネットセレクター 2/無線切り誓えユー 
ティ U ティ 《99 /Infineon TPM Professional Packa 呂 e V 3.6 ※の / Adobe 
Reader / バッテ1」一残量表示補正ユーティ1」ティ/ホイールパッドユーティ U 
ティ / Hotkey 設定/ Panasonic 電源プラン J 広張ユーティ U ティ / Microsoft ® 
Windows ® Media Player 12/ PC 情報ポップアップ/ PC 情報ビューア ー /Aptio 
セットアップユーティ U ティ / PC - Dia 呂 nostic ユーティ U ティ&み V ノドディス 
クデータ消去ユーティ U ティ糾日 / DirectX 11 / Microsoft ® .NET Framework 
3.5.1 

下記のソフトウェアをお使いになる場合は、セットアップが必要です。次の手順を 

行った後、画面の指示に従ってください。 

• セキュ U ティ設定ユーティリティ： 「 C :¥ utN ¥ secutil 」 フオルダー巧の [ setup ] 
をちク U ックし、[管理者として実行]をク U ックしまず。 

•「 i - フィルター已.日」3日日お試し版：デスクトップの「有喜サイトから守る i フィ 
ルターのセットアップ」をダブルク U ックします。 

• NutnLock お知らせ： 「 C :¥ util ¥ numlkntf 」 フオルダー巧の [ setup ] をもク U ッ 
クし、[管理者として実行]をク U ックします。テンキーモードに設定されていて 
ち 、 Panasonic Not げ ication わ'くインストー J レされてし、なし、場合1ま 、 Windows 
の□グオン画面で 「 NumLock お知らせ」画面は表示されません。 

• Fn Ctrl 機能入れ換えユーティ U ティ： 「 C :¥ util ¥ setfnct 「 U フオルダー内の 
[ setup ] をちクリックし、[管理者として実行]をク U ックしまず。 

• USB キーボードへルパー： 「 C :¥ util ¥ ukbhelp 」 フオルダー内の [ setup ] をちク 
リックし、[管理ちとして実行]をク U ックします 。 Panasonic Notification 
インストールされていない場合は、 Windows の□グオン画面で US 目キーボー 
ドヘルパーは動作しません。 

• US 目マウスへルパー： 「 C :¥ util ¥ umouhelp 」 フオルダー内の [ setup ] をちク 
リックし、[管理者として実行]をク U ックします。 

• ディスプレイヘルパー： 「 C :¥ util ¥ clisphelp 」 フオルダー内の [ setup ] をちク 
リックし、[管理者として実行]をク U ックします。 

• プ□ジェクターヘルパー： 「 C :¥ utN ¥ p 「 ojhelp 」 フオルダー内の [ setup ] をちク 

U ックし、[管理者として実行]をク U ックしてセットアップします。 

• Wireless IVIana 資 e「mobile edition 已.已 • デスクトップの [Wireless 

Mana 旨 e「mobile edition のセットアップ」アイコンをダブルク U ックします。 

• ズームビューア ー ： 「 C :¥ util ¥ loupe 」 フオルダー内の [ setup ] をちクリックし、 
[管巧者として実行]をク U ックしまず。 

• ぴったりビュ ー ： rc :¥ utN ¥ optiview 」 フオルタ'—巧の [ setup ] をちク U ックし、 
[管理者として実行]をク1」ックしまず。 

• Windows XP Mode : @ (スタート） - [ずべてのプ□グラム ]- [Windows 
Virtual PC]-[Windows XP Mode ] をク U ックしまず。《吕ァ 
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I 仕様 

• Windows XP の場合の導入済みソフトウェア※21_ 

Microsoft ® Internet Expl 曰 rer 6 Service Pack 3/ ネットセレクター/無線切り誓えユーティ U ティ《•の/ 
Infineon TPM Professional Packa 呂 e V 3.5 SP 1 みの / Adobe Reader / エコノミーモード （ EC 日）切り 
誓えユーティリティ/バッテリー残量表示補正ユーティリティ/ホイールパッドユーティ U ティ /Hotkey 
設定/省電力設定ユーティ U ティ / Microsoft ® Windows ® Media Player 10 /Micro soft ® Windows ® 
Movie Maker 2.1/ ファン制御ユーティ U ティ / PC 情報ポップアップ/ PC 情報ビューアー/フオントヴイ 
ズ拡大ユーティ U ティ / DirectX 目. Oc / Micros 日れ® .NET Framework 3.己/ Aptio セットアップユーティ 

リティ /PC-Dia 只 nostic ユーティ IJ ティ W24/ 八ードディスクデータ消去ユーティ U ティをぉ_ 

下記のソフトウェアをお使し W こなる場合は、セットアップが必要でず。下記フオルダー巧の setup.exe 
または下記アイコンをダブルク U ックして画面に従ってください。 

• セキュ U ティ設定ユーティ U ティ： C :¥ util ¥ secutil フオルダー 

• n "フィルター已.0」3日日お試し版：デスクトップの「有富サイトから守る i フィルターのセットアッ 
プ」アイコン 

• NumLock お知らせ： C :¥ util ¥ numlkntf フオルダー 

テンキーモードに設定されていてち、このソフトウェアをセットアップしていなければ 、 「NumLock 
お知らせ」画面は表示されません。 

• Fn Ctrl 機能入れ換えユーティ U ティ： C :¥ util ¥ setfn 巳 tri フオルダー 

• USB キーボードヘルパー： C :¥ util ¥ ukbhelp フオルター 

• USB マウスへルパー： C :¥ util ¥ umouhelp フオルダー 
• ディスプレイヘルパー: C :¥ util ¥ disphelp フオルダー 

• プ□ジェクターヘルパー： C :¥ util ¥ p 「 ojhelp フオルダー 

• Wireless Manager mobile edition 已.已: 子人つ トップの 「Wireless Mana 呂 e「mobile edition 
のセットアップ」アイコン 

• 無線接続無効ユーティ U ティ g’ss : C :¥ util ¥ wdisable フオルダー 
• ズームビューアー： C :¥ util ¥ loupe フオルダー 
• ぴったりビュー： C :¥ util ¥ optiview フオルダー 


★ 既存のインテル低電圧版に比べて、さらに電圧レベルを低下。 

インテル®アクティブ•マネジメント■テクノ □ジー（インテル® AMT ) の機能をお使いになるには、 
セットアップユーティ U ティの [ AMT 設定]で設定が必要でず（吟36ページ）。また、別途管理アプ U 
ケーシヨンソフトが必要になりまず。 

《2 1 MB =] .048,已76バイト。1 G 目=1,日73,741，824ノてイト。 

《3 インゾモ U —と合わせて4 G 目に増設した場合、32ビット 0 S では仕様により、実際に使用でさるメ 

モ U —サイズはルさくな0まず （3.4 GB 〜 3.5 G 巨）。 

ぷ4本機の動作状況により、メイン><モ1」一の一部が自動的に割り当てられまず。サイズを設定してお<こ 
とはでさません。ビデオメモ U —のサイズは OS により割り当てられまず。 

Windows 7(64 ビット）では最大7目3 MB 、 2 GB の^モ U —を増設した場合は最大16日6 MB にな 
ります。 

※百1 M 目=1.日0日.日0日バイト。1 G 目=1，日日日，日日日，日0日バイト。日 S または一部のアプ U ケーシヨンソ 
フトでは、これよりわかさな数値で GB 表示される場合があります。 

※色グラフィックアクセラレーターのディヴ U ング機能を使用して約1677万色表示を実現していまず。 

《7 パソコン本体の外部ディスプレイコネクターは、パソコン用外部ディスプレイを接続するためのコネク 
ターでず。外部ディスプレイによっては、正しく表示でさない場合があります。また、家庭用のテレビ 
を外部ディスプレイとしてお使いの場合は、テレビに付属の取扱説明書で対応解像度をご確認ください。 
《8 本磯と通信ずるには、 W 已 2/ W 己 3/ W 已色のいずれかに対応した無線 LAN アクセスポイントをお使いく 
ださい。 IEEE 802.11 n 準拠モードで通信するには、本モードに対応した無線 LAN アクセスポイントが 
必要でず。また、本機および無線 LAN アクセスポイントの暗号化設定を AES に設定ずる必要がありま 
す。詳しくは無線 LAN アクセスポイントのメーカーにお問い合わせください。 

※白コネクターの形状によっては使用でさないちのびあ0まず。伝送速度は、理論上の最大値であり、実際 
のデータ伝送速度を示すちのではありません。使用環境によ0変動します。 

ぷ1日モデムは一般電話回線専用でず。已6 kbps はデータ受信時の理論値でず。データ送信時は 33.6 kbps 
が最大速度です。 

1お使し、になるには Infineon TPM Professional Pa 巳 ka 邑 e をセットアップする必要があります 
(今を!『操作マニュアル』^セキュリティ）」の「データを暗号化する」）。 

《12 High Speed Mode に巧応 。 Windows 7の場合は High Speeds モ U — 力ードによる Windows 
Ready 目 00 st 機能に対応しています。 

容量32 G 目までの当社製50><モ1」一力ードおよび SDHC メモ U —カードの動作を確認済み。 

すべての SD 機器との動作を保証するものではありません。 
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《 13 USB 対応のすべての周辺機器の動作を保証するものではありません。 

《14コンデンサー型マイク□ホンをお使いください。 

己本製品は一般家庭用の電源コードを使用ずるため、 AC 100 V のコンセントに接続して使用してくださ 
し、。（吟7ページ） 

《16 rJEtA バッテ U 動作時間測定法 （ Ver .1.0)」 による駆動時間。バッテ U —駆動時間は動作環境-液晶の 
輝度•システム設定により変動しまず。バッテ U —のエコノ S —モード （ ECO ) 有効に設定していると 
さの駆動時間は、無効時の約8割になりまず。 

《17バッテ U —のエコノ S —モード （ ECO ) 有効（電源オン/オフ）時の充電時間は約已時間。バッテ U —充 
電時間は動作環境-システム設定により変動しまず。完全放電したバッテ U —を充電ずると時間がかか 
る場合があります。 

《18エネルギー消費効率とは、省エネまで定める測定方法によ0測定された消費電力を省エネ法で定める複 
合理論性能で除したちのでず。 

目パソコンの電源が切れていて、バッテ U —が満充電や充電していないとさはパソコン本体で約日.7 W の 
電力を消費します。スタンバイ状態/休止状態でのバッテ U —残量保持期間は、「電源を入れる/切る」 

をご覧ください（吟24ページ）。 

AC アダプターをパソコン本体に接続していなくても、電源コンセントに接続したままにしていると、 

AC アダプター単体で最大日.3 W の電力を消費します。 

《20平均値。各製品で質量が異なる場合びありまず。 

《21 Windows XP ダウングレード済みモデルは 、 Windows 7 Professional モデルをご購入されたお 
客さまの権利である日 S のダウングレード権の行使を、当社がお客さまに代わって Windows XP 
Professional をインス I ルしてご提供するモデルです。 

Windows 7をインス I -ールした後、八ードディスクリカバ U —機能を使って Windows 7を再インス 
I ルすると、インス!ルする OS (Windows 7 (32 ビット）または Windows 7 ( 目4ビット））を 
選ぶことびでさまず。 

お買い上げ時にインス I -ールされている 0 S 、 ノ V — ドディスクリカバ U —磯能または本機に付属のプ□ダ 
クト U カバ U - DVD - R 日 M を使ってインス I ルした OS のみサポートしまず。 

プ□ダクト U カバ U — DVD - R 日 M に収録されているソフトウエアの一部は、機種によっては導入されな 
い場合があります。 

《22無線機能搭載モデルのみ導入済みです。 

《23お使いになるにはセットアップが必要でず（吟を]『操作マニュアル』「。技（セキュリティ）」の「データ 
を暗号化ずる」）。 

《24起動方まは「八ードウエアを診断ずる」をご覧ください。この機能には（株）ウルトラエックスの技術を 
使用していまず。 

《2已修復用領域上で実行するユーティ U ティ（実行できない場合または Windows XP の場合は、プ□ダクト 
U カバ U - DVD - ROM から実行してください）。 

《2巨ワイヤレスお写用アプ U ケーシヨンソフト（当社製液晶プ□ジエクター TH - LB 2 日 NT / TH - L 目3日 NT / 
TH - L 臣己白 NT / TH - LB 己己 NT / TH - LB 邑 ONT / PT-FWl 00 NT / PT - F 1 00 NT / PT - F 200 NT / 

PT - F 30 白 NT / PT - FW 300 NT / PT-L 巨已1 NT / PT - L 巨7已 NT / PT - L 巨 80 NT / PT-LB 白 ONT / 

PT - LW 8 日 NT / PT - F 3 日日/ PT - FW 3 日0と無線 LAN 接続または有線 LAN 接続ずるとさに使いまず）。無 
線 LAN 接続する場合、無線 LAN 搭載モデルは内蔵の無線 LAN で接続でさます。非搭載モデルは別売 
りの無線 LAN カード（お使いのプ□ジエクターの推奨品）が必要です。詳しくは巧)『操作マニュアル』 
「も(周辺機器）」の「プ□ジエクターを使ラ」をご覧ください。 

&27詳しくは 、 Windows 7の吗1『操作マニュアル』「匹（アプ U ケーシヨンソフト）」の 「Windows XP 
Mode 」 をご覧<ださい。アプ U ケーシヨンソフトの動作環境や Windows 7への対応状況については、 
アプ U ケーシヨンソフトの一力一にお問い合わせください。 

Windows XP Mode は 、 Windows XP が持つずべての機能や性能を保証ずるわのではありません。 
《28無線 LAN 搭載モデルのみ使用でさまず。 


Windows XP Professional へのダウングレード権について 

Windows 7 Professional は Microsoft 社より Windows XP Professional への ダウングレード権が与え 
られていまず 。 Windows XP にダウングレードするには 、 Windows XP Professional のインストールメ 
ディアが必要になりまず。 

(本機の Windows 7 Professional は 、 Windows XP Mode を使うことができ 、 Windows 7上で 
Windows XP を実行することがでさます。） 
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♦無線 LAN 


データ転送速度 
(規格値）& 39 

IEEE 802.11 a ： 目4/48/3色/24/18/12/9/6 Mbps 

IEEE 802.1 lb : 11/己.已/2/1 Mbps 

IEEE 802. 1 Ig ： 己4/48/3色/24/18/12/9/6 Mbps 

IEEE 802.1 In 

20 MHz 日寺： 色.己/13/] 9.已/26/39/己2/己8.己/巨己/78/104/ 

117/130 Mbps 

2日 MHz 、 Sho け GI 有効時： 7.2/14.4/21 .7/28 .目/ 43. 3/已 7.8/6 己/72ぶ/ 

86.7/] ] 己 .6/ 13日/144.4 Mbps 

4日 MHz 時： 13.己/27/4日.巳/己4/8 1/108/121.5/1 3己/1目2/ 

21目/243/27日 Mbps 

4日 MHz 、 Sho け GI 有効日寺：1己/30/4己/60/目0/120/] 3已 /] 已7.已/18日/ 

240/270/300 Mbps 

準拠規格 

ARIB STD - T 66/ ARI 巨 STD - T 71 

IEEE 802 .1 laCW 己 2/ W 53/\ A / 己色）、 IEEE 802.11 b 、 IEEE 802.11邑、 

IEEE 802.11〇&3°(無線1 八1\1標準プ0トコル） 

伝送ち式 

OFDM 方式 、 DS SS ち式 

有効距離** 31 

IEEE 802.1 la :見通し約30 m 

IEEE 802.11 b / g/n :見通し約已0 m (アクセスポイントとの通信時） 

使用無線チヤンネル 

インフラストラクチャ通信モード： 

IEEE 802.1 la/n : 36/40/44/48チャンネル （ W 己 2) 

已2/已6/60/巨4チャンネ J レ （ VV 已 3) 
100/104/108/1 12/1 16/12日/124/ 

128/132/136/140チャンク g レ （ W 己色） 
IEEE 802.11 b / g/n : 1〜13チャンネ J レ 

ad ho 巳通信モード： 

IEEE 802.11 b/g : 1〜11チャンネ J レ 

RF 周波数帯域 

2.4 GHz 帯域 （2.4 GHz 〜2.483己 GHz ) 

已 GHz 帯域（己.1已 GHz 〜己 .3 已 GHz 、 已 .47 GHz 〜已 .72 己 GHz) "^32 


《吕3無線 LAN 規格の理論上の最大値であ D 、実際のデータ転送速度を示すをのではあ ~ IEEE 802.11 b/g ~ 

D ません。表示の数値は、本機と同等の構成を持った機器と通信を行ったときの理 ~ IEEE802.i1a — 

論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すをのではありません。 

《30 IEEE 802.1 In 準拠の表記は、他の IEEE 日〇吕 .1 1 n 対応製品との接続性を保証す 
るをのではあ0ません。 

※己！有効距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプ1」ケーシヨンソフト、 0 S などの使用 
条件によって異な D ます。 

》32 IEEE 802.11 a (巳. 2 GHz / 已 .3 GHz 帯無線 LAN W 已吕 / W 已 3) を使って屋外で通信を行ラことは、電 
波法で禁止されていまず。無線 LAN の電源びオンの巧態で本機を屋外で使用する場合は、あらかじめ 
~~ IEEE 802.1 la を無効に設定:しておいてください。 

イ± ♦本機のモデムは次の国または地域の規格に準拠していまず（モデム搭載モデルのみ）。 

様 アイスランド、アイルランド、アメリカ、アラブ首長国連邦、アルゼンチン、アンドラ、イギ U 

- ス、イスラエル、イタリア、インド、インドネシア、ウクライナ、ウルグアイ、エクアドル、エ 

K ストニア、エジプト、オーストラリア、オーストリア、オランダ、カナダ、韓国、キプ□ス、ギ 

U シャ、クウェート、ク□アチア、サウジアラビア、サンマリノ、シンガポール、スイス、ス 
ウェーデン、スペイン、スリランカ、ス□バキア、ス□ベニア、台湾、チェコ、チリ、中国、デ 
ンマーク、ドイツ、トルコ、日本、ニュージーランド、ノルウェー、パキスタン、バチカン市国、 
パラグアイ、 八ンガリー、 フィリピン、フィンランド、ブラジ jk フランス、ブルガリア、ブ J レ 
ネイ、ペルー、ベルギー、ベネズエラ、ポーランド、ポルトガル、ホンジュラス、香患マルタ、 
マレーシア、南アフ U 力共和国、モナコ、モ□ッコ、ラトビア、リトアニア、 U ヒテンシュタイ 
ン、ルーマニア、ルクセンブルク、□シア 

に010年1月]日現在) 
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I ソフトウェア使用許諾書 


第1ま 

権 利 

お客さまは、本ソフトウェア（パソコン本体に內蔵の八ードディスク、付属のマニュアル 
や CD - ROM / DVD - ROM などに記録または記載された情報のことをいいまず）の使用権 
を得ることはできまずび、特許権、著作権またはその他一切の権利は興社が所有ずるも 
のであり、お客さまに移乾ずるものではありません。 

第吕ま 

第云者の使用 

お客さまは、有償あるいは無償を問わず、本ソフトウ I アおよびコピーしたものを第云 
をに譲渡あるいは使用させることはできません。 

第3ま 

コピーの制限 

本ソフトウェアのコピーは、保管（バックアップ）を目のとした1回に限定されまず。 

第4ま 

使用バソコン 

本ソフトウェアは、本パソコン1台での使用とし、他のパソコンで使用ずることはできま 
せん。 

第已ま 

解析、変更 
または改造 

本ソフトウェアの解が、変更または改造などを巧わないでください。お客さまの辭巧、 

変更または改造により、万一何5かの巧陥またはお客さまに巧ずる損害び生じたとして 
も興社および販売店などは一切の保証*責任を負いません。 

第6条 

アフターサービス 

お客さまが使用中、本ソフトウェアに不具合が発生した場合、興社窓□まで電話または 
夕書でお問い合わせくだされば、お問い台わせの不具台に関して、興社び知り得た内容 
の誤り（バグ）や使用方まの改良など必要な情報をお知5せいたしまず。 

第7を 

巧 責 

本ソフトウェアに関する齊なおよび販売店などの責任は、上記第白条に限りまず。本ソ 
フトウェアのご使用にあたり生じたお客さまの損害および第兰者か5のお客さまに对ず 
る請ホについては、興社および販売店などに故意または重過失びない限り、興社および 
販売店などはその責任を負いません。 

第8を 

含意管轄 

本ソフトウェアの使用に関して、訴訟の必要が生じた場合、お客さまおよび興社は興社 
の本社所在地を管轄ずる裁判所に巧してのみ訴えを提起ずることができるものとしまず。 

第曰ま 

華拠法 

本ソフトウェアの使用はあ5ゆる面において曰本国の法律に支配され、かつそれに従つ 
て解釈されるものとしまず。 

第10条 

輸出管理 

お客さまが本ソフトウェアを日本国列に持ち出される場合、国内がの輸出管理に関連ず 
る法規を順守してください。 
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参 Micr 日 soft とその□コ、 Windows、Windows □ユ 
日 utl 日日 k は、米国 Microsoft Corporation の米国お 
よびその他の国における登録商標です。 

参 Intel、Intel Core 、 インテルは、米国 Intel 
Corporation の商標または登録商標です。 

参 SDHC □ゴは商標です。 

参 Ad 日 be、Adobe □コ、 Ad 日 be Reader は 、 Adobe 
Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の 
商標です 

参 McAfee 、 VirusScan およびマカフィーは米国法人 
McAfee , Inc . またはその関係を社の登録商標です。 

♦「 i - フィルター」はデジタルアーツ株式尝社の登録商標 
です。 

♦ ホイールパッドは、パナソニック株式尝社の登録商標 
です。 

その他の製品名は一般に各社の商標または登録商標です。 


重要なお知らせ 

♦ お客さまの使用誤0、その他異常な条件下での使用に 
より生じた損害、および本機の使用または使用不能か 
5生ずる付随的な損害について、当社は一切責任を負 
いません。 

♦ 本機は、医療機器、生命維持装置、航空交通管制機 
器、その f 也人命にかかわる機器/装置/システムでの 
使用を意図しておりません。本機をこれ5の機器/装 
置/システムなどに使用され生じた損害について、当 
社は一切責任を負いません。 

♦本機は、医療診断目的で画像を表示することを意図し 
てお0ません。 

♦ お客さままたは第王をび本機の操作を誤ったとさ、静 
電気などのノイズの影響を受けたとを、または故障/ 
修理のとをなどに、本機に記憶または保存されたデー 
夕などび変化/消失するおそれびあります。大切な 
データおよびソフトウェアを思わ城トラブルか5守る 
ために、「使用上のお願い」（今]日〜]目ページ）の 
内容にミち意してくださし、。 


♦ 本書の内容に関しましては、事前に予告なしに変更す 
ることがあ0ます。 

♦ 本書の内容の一部またはすべてを無断転載することを 
禁止します。 

♦落 T 、 乱 T はお取0換えします。 

♦ 本書のサンプルで使われている氏名、住所などは架空 
のをのです。 

♦ 本書のイ ラス トや画面は一部実隙と異なる場合びあ0 
ます。 


この装置は、クラス巨情報技術装置です。この装置は、 
家庭環境で使用することを目的としていますび、この装 
置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用される 
と、受信障害を引さ起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

VCCI - 巳 
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本装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めた 
パーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策規格を満 
足してお0ます。しかし、本規格の基準を上回る瞬時電 
圧低下に対しては、不都合び生じる場合びあります。（社 
団法人電モ情報技術産業協舎のパーソナルコンピュー 
ターの瞬時電圧低下対策規格に基づ<表示） 
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曰本国内で無線 LAN をお使いになる場合のお願い 
この機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業- 
科学-医療用機器のほか工場の製造ラインなどで使用さ 
れている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線 
局）および特定ル電力無線局（免許を要しない無線局） 

び運巧されています。 

1この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内 
無線局および特定ル電力無線局び運用されていないこ 
とを確認してください。 

2万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対し 
て電波干渉の事例び発生した場をには、速やかに使用 
周波数を変更するか、または電波の発射を停止したラ 
え、ご相談窓口にご連絡いただを、混信回避のための 
処置など（例えばパーティションの設置など）につい 
てご相談ください。 

3その他、この機器か5移動体識別用の特定ル電力無線 
局に対して電波干渉の事例び発生した場合など何かお 
困りのことび起きたときには、ご相談窓口にお問いを 
わせくださし、。 


2.4DS/0F4] この機器び、 2.4 GHz 周波数帯 （24 日日 

1~ " ~1 か52483.已 MHz ) を使用する直接お 
散 （ DS ) 方式/直交周波数分割多重変 
調（日 F ) の無線装置で、干渉距離び約 
40 m であることを意味します。 
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已 GHz 帯の無線 LAN をお使いになる場合のお願い 
巳 GHz 帯の無線 LAN は、電波法の規制により、屋外で 
使用でをません。また、曰本国外では使用でをません。 

お客さまびを4 GHz 帯1 ] n モードで無線 LAN をお 
使いの隙に、無線 LAN のデバイス-プ□パティにて 
802. 11 n チャンネル幅を「自動」 (40 MHz 帯域幅も巧 
能）へ設定を変更される場合には、周囲の電波状況を確 
認して他の無線局に電波干渉を与えないことを事前に確 
認してください。また万一、他の無線局において電波干 
渉び発生した場合には、本設定を2日 MHz へ戻してくだ 
さい。 

43-J-2 































当社は国隙エネルギースタープ□グラムの参加事業ちとして、本製品び国隙エネルギースタープ□グ 
ラムの対象製品に関する基準を満たしていると判断します。 


国隙エネルギースタープ□グラムは、コンピューターをはじめとしたオフィス機器の省エネルギー化 
推進のための国際的なプ□グラムです。このプ□グラムは、エネルギー消費を効率的に巧えるための 
機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的としたわので、事業をの自を判断によ0参加すること 
びでさる任意制度となっています。対象となる製品はコンピューター、ディスプレイ、プリンター、 
ファクシミリおよび複写機などのオフィス機器で、それぞれの基準な5びにマーク（□ゴ ） は参加各 
国の間で統一されています。 
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愛情点検 

長年ご使用のパソコンの点検を！ 

の 


こんな症状は 
ありませんか 

. 異常な音やにおいびする 
-水や異物び入った 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、電源 
を切って電源プラグを损さ、 
その媛バッテ U —パックを取 
0外して、必ずご相談窓口に 
点検をご依頼ください。 
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